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当協会の業務運営につきましては、平素より格別の御支援、御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
このたび、令和５年度の事業活動ならびに第７次中期事業計画及び令和６年度の経営計画について

ご報告するディスクロージャー誌「鹿児島県信用保証協会のあらまし 2024」を作成しました。ぜひ
御一読いただき、信用保証制度や当協会の経営計画、業務内容、事業実績などについて、御理解を深
めていただければ幸いに存じます。

令和５年５月、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症に移行して以降、
社会経済活動再開の動きが続き、足元では物価上昇や人手不足等の影響がみられるものの、全体とし
ては緩やかな回復傾向が続いています。本県の基幹産業である観光関連では、修学旅行生をはじめと
する国内客の回復に加え、大型クルーズ船の着岸や鹿児島空港国際線の再開などによる外国人観光客
の増加など、着実に持ち直してきています。
そのような中で、新型コロナウイルス対策として実施された実質無利子・無担保融資(ゼロゼロ融資)

の返済が本格化し、一部の中小企業・小規模事業者においては、依然として厳しい経営環境にあります。

当協会では、これらの中小企業者等の資金繰りを支援するため、国の伴走支援型特別保証制度を活
用し、ゼロゼロ融資等の借換需要に対応してきたほか、事業再構築等の前向きな取組みに対する資金
需要にも積極的に対応してきました。
また、令和５年４月には県の「かごしま中小企業支援ネットワーク」内に当協会が事務局となる「経

営改善支援連絡会議 ( ゼロプロ )」を新設し、新型コロナや物価高騰等の影響により、多様な経営課
題に直面する中小企業者等に対して、地域金融機関や支援機関と連携・協働しながら、事業者の収益
力改善に向けた早期の経営支援に取り組んでまいりました。
そのほか、創業や事業承継への支援、さらには、経営者保証に依存しない融資慣行の確立への取組

も強化するなど、引き続きより多くの事業者の皆さまに対して、関係機関と連携して、親身かつきめ
細かな金融支援と経営支援に取り組んでまいります。

最後に、当協会は、信用保証と経営支援を通じて、地域経済を支える中小企業者等の皆様に寄り添い、
良きパートナーとしてともに歩み、その可能性や未来を応援するための各般の取組を役職員一丸と
なって継続的に進めてまいりますので、今後とも皆様方の一層の御支援、御協力を賜りますようお願
い申し上げます。

令和 6年 8月
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　昭和50年４月に制定した「経営理念・経営方針・執務三則」が制定後47年を経過したことや、その間に
信用保証協会を取り巻く環境が大きく変化していること等を踏まえて、令和４年４月、「基本理念・ビジョン・
行動指針」を新たに制定いたしました。
　策定に当たっては、公募した職員７名による経営理念等検討委員会を設置し、全職員を対象とした意識
調査や意見交換会等を実施するなど、役職員全員参加のもと、真摯かつ丁寧に議論を進めました。
　新たな基本理念のもと、職員一人ひとりが、誇りとやりがいをもち、関係機関との連携・協力を大切にし
ながら、信用保証と経営支援を通じて中小企業等の支援に努め、当協会の公的使命と社会的責任を果たし
ていけるよう取り組んでまいります。

【キャッチコピー】
信用保証だけでなく、創業・経営改善・事業
再生・事業承継など、さまざまな形の積極的
な支援をイメージしています。
協会ビジョンでも謳っています。

【ロゴ】
桜島をモチーフにしています。
｢KAGOSHIMA GUARANTEE」の｢K」と｢G」
を意匠化し、中小企業者等の発展を躍動する
桜島の裾野の末広がりで表現しています。

創　　　　立 昭和23年10月12日
根  拠  法  律　 信用保証協会法に基づく法人
事 務 所 鹿児島市加治屋町14番3号
常勤役職員数 62名（令和6年6月末現在）
基 本 財 産 171億87百万円（令和6年3月末現在。以下同じ）
保証債務残高 24,681件　2,371億41百万円
利用企業者数 15,583企業
保証利用度(※) 34.0％

基本理念

ビジョン

行動指針（私たちの５つの誓い）
1　中小企業とともに歩むパートナー
私たちは、中小企業に信頼され親しまれる良きパートナーとして、
ともに歩み、ともに成長を喜びます。

2　関係機関との連携
私たちは、金融機関や中小企業支援機関等との連携・協力を大切にし、
一体となって中小企業を支えます。

3　不断の挑戦
私たちは、固定観念にとらわれることなく、常に時代の変化を感じ、
積極的に自己研鑽に取り組み、挑戦する人間を目指します。

4　働きがいのある職場
私たちは、コミュニケーションを重んじ、
互いを尊重しあえる働きがいのある職場づくりに努めます。

5　地域社会への貢献
私たちは、鹿児島に誇りを持ちながら、
持続可能な地域社会の実現に向けて取り組みます。

私たちは、信用保証と経営支援を通じて鹿児島を支える中小企業の未来を応援し、
地域経済の活力ある成長・発展に貢献します。

私たちは、常に中小企業に寄り添いながら、その可能性を後押しし、
一歩を踏み出す力になる保証協会を目指します。

プロフィール基本理念等

昭和23年10月 社団法人鹿児島県信用保証協会　創立総会
昭和23年12月 社団法人鹿児島県信用保証協会　設立許可・事務所開設

（鹿児島市築町1番地　鹿児島商工会館内）
昭和25年  2月 財団法人鹿児島県信用保証協会　設立許可
昭和28年  8月 信用保証協会法施行
昭和29年  7月 信用保証協会法に基づく組織変更許可
昭和29年  8月 特殊法人に組織変更登記
昭和42年  6月 事務所移転（鹿児島市名山町9番1号 鹿児島県産業会館内）
令和  3年  7月 事務所移転（鹿児島市加治屋町14番3号）

沿　革

ロゴ・キャッチコピーについて

(※)保証利用度＝利用企業者数15,583企業÷県内の中企業者数45,780企業

（令和4年4月1日施行）
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第7次中期事業計画

県内の経済動向や中小企業者等を取り巻く環境を踏まえ、中小企業・小規模事業者（以下「中小企業者
等」という。）の資金繰り支援、経営改善、生産性向上をより一層推し進めていくため、令和６年度から令和
８年度までの３か年において、以下の業務運営方針に掲げる事項について取組んでまいります。

1 中小企業者等の多様な資金ニーズに応じた保証の推進
2 中小企業者等への効果的な資金繰り支援のための金融機関等との連携強化
3 経営改善・事業再生支援等の充実・強化
4 的確な代位弁済の履行と効率的な求償権の管理・回収等
5 中小企業者等に信頼される組織・体制づくり

令和6年度～令和8年度

令和6年度経営計画

金　　額
540億円
2,160億円
40億円
4.9億円

対前年度計画比
66.7％
86.7％

105.26％
94.2％

項　　目
保 証 承 諾
保 証 債 務 残 高
代 位 弁 済
実 際 回 収

業務環境
1│鹿児島県内の景気動向

最近の鹿児島県内の景気動向は、新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」という。）の５類引
き下げ以降、経済活動の正常化に向けた動きが続いており、外食や旅行などのサービス消費を中心
に、本県経済は緩やかに回復している。
しかしながら、物価高騰や運輸・サービス業を中心とした人手不足が回復の動きに対する重しと
なっており、今後の物価動向や不安定な国際情勢などの下振れリスクに引き続き注意する必要があ
る。

2│中小企業を取り巻く環境
中小企業者等を取り巻く環境は、経済活動が平時に戻る中で回復の動きが続く一方、原材料価格の
高騰や人手不足に加え、実質無利子無担保融資（以下「ゼロゼロ融資」という。）の返済の本格化など
もあり、コロナ禍での様々な財政支援策により、これまで低水準で推移してきた企業倒産件数も増加
しつつある。
　さらには、国からの賃上げ要請への対応やデジタル化への遅れなど、中小企業者等が抱える課題

は多く、中小企業を取り巻く環境は、依然として厳しい状況にある。

業務運営方針
1│中小企業者等の多様な資金ニーズに応じた保証の推進

ゼロゼロ融資をはじめとするコロナ関連保証の借換え支援に加え、中小企業者等の創業期、拡大期
等のライフステージにおける多様な資金ニーズに応じた資金繰り支援が求められていることから、き
め細かな保証対応を行っていく。
また、経営者保証に依存しない融資慣行の確立を加速するため、経営者保証を不要とする保証利用
を推進する。
さらに、信用保証業務のデジタル化の推進や審査事務手続の見直し等により保証審査体制の充実
を図る。

2│中小企業者等への効果的な資金繰り支援のための金融機関等との連携強化
中小企業者等の個々の経営実態に応じた効果的な資金繰り支援を行うため、日頃からの金融機関

との対話を通じた情報共有と支援の方向性についての目線合わせを行うとともに、その他の関係機
関との連携・協力体制の構築に取り組む。

3│経営改善・事業再生支援等の充実・強化
経営改善支援連絡会議を通じた早期の経営改善支援や事業承継支援に努めるほか、事業再生支援
や再チャレンジのフェーズにおいては、重点的に支援を行う先を選定し、中小企業活性化協議会（以下
「活性化協議会」という。）等とも連携しながら、積極的な対応を図る。
また、経営支援の効果的な実施に向け、当協会の経営支援の取組による改善指標及び目標値を定
め、定量的な評価と検証を行う。
さらに、金融機関や活性化協議会等の支援機関との連携強化や職員の経営支援に係るスキルアッ

プの取組を通じて、経営支援・事業再生支援体制の充実を図る。

4│的確な代位弁済の履行と効率的な求償権の管理・回収等
金融機関との連携のもと、債権保全等適切な措置と債権管理の徹底により、適時・的確な代位弁済
の履行に取り組む。
また、不動産担保が減少する一方で、法的整理による債務整理案件の増加等、回収環境の厳しさが
増していることから、迅速かつ効率的な管理回収に努め、回収の最大化を図る。
さらに、代位弁済後も事業継続し、再生の可能性のある中小企業者等に対しては、再チャレンジ支援
に取り組む。

5│中小企業者等に信頼される組織・体制づくり
中小企業者等や関係機関から信頼される組織として、公的使命と社会的責任を果たしていくため、更

なる基本理念等の定着に取り組む。
また、安定的かつ持続可能な協会運営のための経営基盤の強化やデジタル化の推進に努めるほか、
人材育成や働きやすい職場環境の整備、コンプライアンス態勢の充実・強化、リスク管理体制の確立な
どに取り組む。
さらに、中小企業者等や関係機関に信用保証制度の仕組みや役割等について理解を深めてもらうた
め、様々な広報媒体を用いた積極的な情報発信に取り組むとともに、地域により深く根ざし、公的な役
割を果たしていくため、持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた取組を推進し、地域社会への貢献
に努める。

事業計画額
令和６年度の保証承諾等の主な業務数値（計画額）は、次のとおりです。
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経営計画経営計画経営計画経営計画経営計画経営計画経営計画

経
営
計
画

経
営
計
画

第7次中期事業計画

県内の経済動向や中小企業者等を取り巻く環境を踏まえ、中小企業・小規模事業者（以下「中小企業者
等」という。）の資金繰り支援、経営改善、生産性向上をより一層推し進めていくため、令和６年度から令和
８年度までの３か年において、以下の業務運営方針に掲げる事項について取組んでまいります。

1 中小企業者等の多様な資金ニーズに応じた保証の推進
2 中小企業者等への効果的な資金繰り支援のための金融機関等との連携強化
3 経営改善・事業再生支援等の充実・強化
4 的確な代位弁済の履行と効率的な求償権の管理・回収等
5 中小企業者等に信頼される組織・体制づくり

令和6年度～令和8年度

令和6年度経営計画

金　　額
540億円
2,160億円
40億円
4.9億円

対前年度計画比
66.7％
86.7％

105.26％
94.2％

項　　目
保 証 承 諾
保 証 債 務 残 高
代 位 弁 済
実 際 回 収

業務環境
1│鹿児島県内の景気動向

最近の鹿児島県内の景気動向は、新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」という。）の５類引
き下げ以降、経済活動の正常化に向けた動きが続いており、外食や旅行などのサービス消費を中心
に、本県経済は緩やかに回復している。
しかしながら、物価高騰や運輸・サービス業を中心とした人手不足が回復の動きに対する重しと
なっており、今後の物価動向や不安定な国際情勢などの下振れリスクに引き続き注意する必要があ
る。

2│中小企業を取り巻く環境
中小企業者等を取り巻く環境は、経済活動が平時に戻る中で回復の動きが続く一方、原材料価格の
高騰や人手不足に加え、実質無利子無担保融資（以下「ゼロゼロ融資」という。）の返済の本格化など
もあり、コロナ禍での様々な財政支援策により、これまで低水準で推移してきた企業倒産件数も増加
しつつある。
　さらには、国からの賃上げ要請への対応やデジタル化への遅れなど、中小企業者等が抱える課題

は多く、中小企業を取り巻く環境は、依然として厳しい状況にある。

業務運営方針
1│中小企業者等の多様な資金ニーズに応じた保証の推進

ゼロゼロ融資をはじめとするコロナ関連保証の借換え支援に加え、中小企業者等の創業期、拡大期
等のライフステージにおける多様な資金ニーズに応じた資金繰り支援が求められていることから、き
め細かな保証対応を行っていく。
また、経営者保証に依存しない融資慣行の確立を加速するため、経営者保証を不要とする保証利用
を推進する。
さらに、信用保証業務のデジタル化の推進や審査事務手続の見直し等により保証審査体制の充実
を図る。

2│中小企業者等への効果的な資金繰り支援のための金融機関等との連携強化
中小企業者等の個々の経営実態に応じた効果的な資金繰り支援を行うため、日頃からの金融機関

との対話を通じた情報共有と支援の方向性についての目線合わせを行うとともに、その他の関係機
関との連携・協力体制の構築に取り組む。

3│経営改善・事業再生支援等の充実・強化
経営改善支援連絡会議を通じた早期の経営改善支援や事業承継支援に努めるほか、事業再生支援
や再チャレンジのフェーズにおいては、重点的に支援を行う先を選定し、中小企業活性化協議会（以下
「活性化協議会」という。）等とも連携しながら、積極的な対応を図る。
また、経営支援の効果的な実施に向け、当協会の経営支援の取組による改善指標及び目標値を定
め、定量的な評価と検証を行う。
さらに、金融機関や活性化協議会等の支援機関との連携強化や職員の経営支援に係るスキルアッ

プの取組を通じて、経営支援・事業再生支援体制の充実を図る。

4│的確な代位弁済の履行と効率的な求償権の管理・回収等
金融機関との連携のもと、債権保全等適切な措置と債権管理の徹底により、適時・的確な代位弁済
の履行に取り組む。
また、不動産担保が減少する一方で、法的整理による債務整理案件の増加等、回収環境の厳しさが
増していることから、迅速かつ効率的な管理回収に努め、回収の最大化を図る。
さらに、代位弁済後も事業継続し、再生の可能性のある中小企業者等に対しては、再チャレンジ支援
に取り組む。

5│中小企業者等に信頼される組織・体制づくり
中小企業者等や関係機関から信頼される組織として、公的使命と社会的責任を果たしていくため、更

なる基本理念等の定着に取り組む。
また、安定的かつ持続可能な協会運営のための経営基盤の強化やデジタル化の推進に努めるほか、
人材育成や働きやすい職場環境の整備、コンプライアンス態勢の充実・強化、リスク管理体制の確立な
どに取り組む。
さらに、中小企業者等や関係機関に信用保証制度の仕組みや役割等について理解を深めてもらうた
め、様々な広報媒体を用いた積極的な情報発信に取り組むとともに、地域により深く根ざし、公的な役
割を果たしていくため、持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた取組を推進し、地域社会への貢献
に努める。

事業計画額
令和６年度の保証承諾等の主な業務数値（計画額）は、次のとおりです。
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信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ

信
用
補
完
制
度
の
し
く
み

信
用
補
完
制
度
の
し
く
み

信用補完制度は、中小企業者等、金融機関、信用保証協会の三者から成り立つ「信用保証制度」と、信用
保証協会が株式会社日本政策金融公庫（以下「公庫」といいます。）に対して再保険を行う「信用保険制度」
の総称です。

信用保証制度
❶ 中小企業者等は､金融機関に信用保証委託申込書により申込みをします｡　
※一部の保証制度においては、商工会議所・商工会でも申込みすることができます。

❷ 金融機関は、協会に信用保証を依頼します。
❸ 協会は､中小企業者等に対して信用調査をします。
❹ 協会は､審査の結果､信用保証を適当と認めた場合は保証を引き受けし､金融機関に対して信用保証
書を発行します。

❺ 金融機関は､信用保証書に基づいて中小企業者等に融資をします｡このとき中小企業者等は､金融機
関を通じて所定の保証料を協会へ支払います。

❻ 中小企業者等は､借入契約にしたがって金融機関へ借入金を返済します。
❼ 万が一､中小企業者等が倒産等によって借入金の返済ができなくなった場合､金融機関は協会に対し
て残債務の支払いを請求します。

❽ 協会は､❼の請求に基づき､中小企業者等に代わって借入金の残債務を金融機関に支払います。これ
を代位弁済といいます。

❾ 協会は､中小企業者等に対する求償権を得て債権者となり､中小企業者等は､協会に対して求償債務
を返済することとなります。

信用保険制度
❶ 協会が、中小企業者等のために金融機関に対して行う債務の保証について、原則として全て保険関係
が成立する旨の契約を協会と公庫の間で締結します。

❷ 協会が一定要件を備えた信用保証を行った場合は、❶の契約に基づいて公庫に保証通知を行うとと
もに保険料を支払います。

❸ 協会が金融機関に対して代位弁済した場合は、この事実を公庫に通知（事故通知）し、一定期間経過
後、公庫に保険金を請求します。

❹ 協会は、❸の請求に基づいて、公庫から保険の種類ごとに定められたてん補率（代位弁済額の元金の
通常 70％または80％）で保険金を受領します。

❺ 協会は、保険金受領後に求償権を回収した場合は、てん補率に応じて公庫に回収金を納付します。

❶
信
用
保
証
付
き
融
資
申
込
み

❻
借
入
金
返
済

❺
融
資

❷ 信用保証依頼

保証
料補
助・
損失
補償
・監
督・
出え
ん等

損
失
補
償
・
監
督
・
出
え
ん
等

監督・出資等

責任共有負担金・金融機関等負担金

❹ 信用保証書発行

❼ 代位弁済請求

❽ 代位弁済

❾
求
償
債
務
返
済❸

信
用
調
査

❸
事
故
通
知・保
険
金
請
求

❹
保
険
金
受
領

❺
回
収
金
納
付

責
任
共
有
負
担
金
納
付
金

❷
保
証
通
知・保
険
料
支
払
い

❶
保
険
契
約

鹿児島県
信用保証協会

中小企業・
小規模事業者

信
用
補
完
制
度

信用保険制度

信用保証制度

金融機関

・鹿児島県
・地方公共団体

・国
・全国信用保証
  協会連合会

日本政策
金融公庫

信用補完制度

日本政策金融公庫は、
保険によって信用保証協会が行う信用保証リスクの8割をカバー

信用保証協会は、
中小企業の資金調達時に保証人となることで資金供給を円滑化
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信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ信用補完制度のしくみ
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信用補完制度は、中小企業者等、金融機関、信用保証協会の三者から成り立つ「信用保証制度」と、信用
保証協会が株式会社日本政策金融公庫（以下「公庫」といいます。）に対して再保険を行う「信用保険制度」
の総称です。

信用保証制度
❶ 中小企業者等は､金融機関に信用保証委託申込書により申込みをします｡　
※一部の保証制度においては、商工会議所・商工会でも申込みすることができます。

❷ 金融機関は、協会に信用保証を依頼します。
❸ 協会は､中小企業者等に対して信用調査をします。
❹ 協会は､審査の結果､信用保証を適当と認めた場合は保証を引き受けし､金融機関に対して信用保証
書を発行します。

❺ 金融機関は､信用保証書に基づいて中小企業者等に融資をします｡このとき中小企業者等は､金融機
関を通じて所定の保証料を協会へ支払います。

❻ 中小企業者等は､借入契約にしたがって金融機関へ借入金を返済します。
❼ 万が一､中小企業者等が倒産等によって借入金の返済ができなくなった場合､金融機関は協会に対し
て残債務の支払いを請求します。

❽ 協会は､❼の請求に基づき､中小企業者等に代わって借入金の残債務を金融機関に支払います。これ
を代位弁済といいます。

❾ 協会は､中小企業者等に対する求償権を得て債権者となり､中小企業者等は､協会に対して求償債務
を返済することとなります。

信用保険制度
❶ 協会が、中小企業者等のために金融機関に対して行う債務の保証について、原則として全て保険関係
が成立する旨の契約を協会と公庫の間で締結します。

❷ 協会が一定要件を備えた信用保証を行った場合は、❶の契約に基づいて公庫に保証通知を行うとと
もに保険料を支払います。

❸ 協会が金融機関に対して代位弁済した場合は、この事実を公庫に通知（事故通知）し、一定期間経過
後、公庫に保険金を請求します。

❹ 協会は、❸の請求に基づいて、公庫から保険の種類ごとに定められたてん補率（代位弁済額の元金の
通常 70％または80％）で保険金を受領します。

❺ 協会は、保険金受領後に求償権を回収した場合は、てん補率に応じて公庫に回収金を納付します。

❶
信
用
保
証
付
き
融
資
申
込
み

❻
借
入
金
返
済

❺
融
資

❷ 信用保証依頼

保証
料補
助・
損失
補償
・監
督・
出え
ん等

損
失
補
償
・
監
督
・
出
え
ん
等

監督・出資等

責任共有負担金・金融機関等負担金

❹ 信用保証書発行

❼ 代位弁済請求

❽ 代位弁済

❾
求
償
債
務
返
済❸

信
用
調
査

❸
事
故
通
知・保
険
金
請
求

❹
保
険
金
受
領

❺
回
収
金
納
付

責
任
共
有
負
担
金
納
付
金

❷
保
証
通
知・保
険
料
支
払
い

❶
保
険
契
約

鹿児島県
信用保証協会

中小企業・
小規模事業者

信
用
補
完
制
度

信用保険制度

信用保証制度

金融機関

・鹿児島県
・地方公共団体

・国
・全国信用保証
  協会連合会

日本政策
金融公庫

信用補完制度

日本政策金融公庫は、
保険によって信用保証協会が行う信用保証リスクの8割をカバー

信用保証協会は、
中小企業の資金調達時に保証人となることで資金供給を円滑化
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経営者保証を不要とする取扱いについて（平成30年 4月 1日創設）

　法人の場合は、本店（※１）または事業所のいずれかを、個人事業主の場合は住居（※2）または事業所
のいずれかを鹿児島県内に有し、事業を営んでいる個人事業者、会社、医業を主たる事業とする法人（医
療法人等）、特定非営利法人（NPO法人）で、次の企業規模・業種等の一定の要件を満たした中小企業
者の方がご利用できます。
※1 本店とは、単なる登記上の所在地というだけでなく、事業実態があることが必要です。
※2 住居とは、単なる住民登録上の住所というだけでなく、原則として現に居住していることが必要です。

(1) 企業規模
　常時使用する従業員数または資本金のいずれか一方が下表に該当する場合にご利用いただけます。

(2) 業種等
農業（一部の保証制度を除く）、林業、漁業、金融業、学校法人、宗教法人、非営利団体（NPO法人を除く）
等、その他協会が支援するのは難しいと判断した業態についてはご利用いただくことができません。
　また、許認可や届出を必要とする業種を営んでいる場合は、当該事業に係る許認可等を受けている
（または受ける）ことが必要です。
　その他、信用保証の対象とならない場合の主なものは次の通りです。
　・協会の保証付き融資について延滞等の債務不履行がある方
　・税金や社会保険料を滞納し、完納の見通しが立たない方
　・手形、小切手について不渡りがある場合及び銀行取引停止処分を受けている方
　・協会（当協会以外も含む）の代位弁済先で、求償債務が残っている方
　・破産、民事再生等の法的整理手続き中（申し立て中を含む）の場合

　次の❶～❸のいずれかに該当する法人の場合、経営者保証を不要とする保証の取り扱いをすること
ができます。なお、保証料の上乗せの手法を活用した取扱いについては、13頁をご覧ください。
❶金融機関連携型（全保証制度共通）
下記の①および②を満たすほか、法人と経営者の一体性解消等を図っている（または図ろうとしている）

❷財務要件型 (「財務要件型無保証人保証制度」でのご利用となります )
　直近決算において下表の基準 (a) から基準 (c) のいずれかに該当していること
　②および③については、それぞれの項目に対し、いずれか 1項目を充足する必要があります。

❸担保充足型（全保証制度共通）
　申込人または経営者が所有する不動産の担保提供があり、十分な保全が図られていること
※担保提供者が申込人以外の場合には、物上保証人になっていただく必要があります。

資金使途
事業経営に必要な運転資金と設備資金であり、生活資金、住宅資金、投機資金等にはご利用いただけません。
　また、原則として、旧債振替資金にはご利用いただけません。

連帯保証人
個人事業者の場合、原則として連帯保証人は不要です。法人（組合含む）の場合は、必要となる場合があ
ります。「経営者保証を不要とする取扱い」については以下をご覧ください。

（注1） 臨時の使用人、会社役員及び個人事業における家族従業員は従業員数に含みません。
（注 2） 組合の場合は当該組合が保証対象業種を営むこと、またはその構成員の 3分の 2以上が保証対象業種を営んでいることが必要です。
（注 3） 資本金が制限を超えている会社で、従業員数が制限の 90%以上を超えている場合は、従業員数の確認資料（労働保険概算増加概算・確定保険料申告書等）の写しが必要

となります。

暴力団などの反社会的勢力とは取引いたしません。
反社会的勢力との関係遮断の取組強化の一環として、信用保証委託契約書に「反社会的勢力排除条項」を導入して
います。
また、信用保証業務の公正、公平性を保つため、金融斡旋業者等第三者が介在する保証申込もお断りしています。

保証金額の最高限度
個人事業者・会社・医療法人等・
特定非営利活動法人（NPO法人） 2億 8,000 万円

組合 4億 8,000 万円

★このほかに、経営安定関連保証（セーフティネット保証）等の別枠
保証もあります。
★他協会を利用されているかたは、合算した額が限度額以内である
ことが必要です。
★他の保証との合算限度が設けられている制度があります。

保証期間
　一般保証の場合

運転資金 15年以内
設備資金 20年以内

★保証制度によって、保証期間は異なります。

信用保証の対象となるかた

業　種 資本金 従業員数（小規模事業者）
製造業等（建設業・運送業・不動産業含む） 3億円以下 300人以下 (20人以下 )

ゴム製品製造業
（自動車または航空機用タイヤ及びチューブ
製造業 並びに工業用ベルト製造業を除く）

3億円以下 900人以下 (20人以下 )

卸売業 1億円以下 100人以下 (5人以下 )
小売業・飲食業 5,000万円以下 50人以下 (5人以下 )
サービス業 5,000万円以下 100人以下 (5人以下 )

ソフトウェア業・情報処理サービス業 3億円以下 300人以下 (20人以下 )
旅行業 3億円以下 300人以下 (20人以下 )
宿泊業（旅館業除く）・娯楽業 5,000万円以下 100人以下 (20人以下 )
旅館業 5,000万円以下 200人以下 (20人以下 )

医療法人等 ー 300人以下 (20人以下 )

① 取扱金融機関において、信用保証協会の保証を付さない、経営者保証を不要とし、かつ担保による保全
がない融資残高がある（もしくは同じタイミングで上記と同内容の融資を行う）

② 財務要件（「直近決算期において債務超過でないこと」かつ「直近２期の決算期において減価償却前経常
利益が連続して赤字でないこと」）を満たしている

項　目 基準（a） 基準（b） 基準（c）

① 純資産額 5千万円以上
3億円未満

3億円以上
5億円未満 5億円以上

②

自己資本比率（%）
純資産額÷（純資産額＋負債の額）×100 20%以上 20％以上 15％以上

純資産倍率
純資産倍率＝純資産額÷資本金 2.0倍以上 1.5倍以上 1.5倍以上

③

使用総資本事業利益率
（営業利益＋受取利息・受取配当金）÷純資産額×100 10％以上 10％以上 5%以上

インタレスト・カバレッジ・レシオ
（営業利益＋受取利息・受取配当金）÷（支払利息＋割引料） 2.0倍以上 1.5倍以上 1.0倍以上

業　種 資本金 従業員数（小規模事業者）
製造業等（建設業・運送業・不動産業含む） 3億円以下 300人以下 (20人以下 )

ゴム製品製造業
（自動車または航空機用タイヤ及びチューブ
製造業 並びに工業用ベルト製造業を除く）

3億円以下 900人以下 (20人以下 )

卸売業 1億円以下 100人以下 (5人以下 )
小売業・飲食業 5,000万円以下 50人以下 (5人以下 )
サービス業 5,000万円以下 100人以下 (5人以下 )

ソフトウェア業・情報処理サービス業 3億円以下 300人以下 (20人以下 )
旅行業 3億円以下 300人以下 (20人以下 )
宿泊業（旅館業除く）・娯楽業 5,000万円以下 100人以下 (20人以下 )
旅館業 5,000万円以下 200人以下 (20人以下 )

医療法人等 ー 300人以下 (20人以下 )

① 取扱金融機関において、信用保証協会の保証を付さない、経営者保証を不要とし、かつ担保による保全
がない融資残高がある（もしくは同じタイミングで上記と同内容の融資を行う）

② 財務要件（「直近決算期において債務超過でないこと」かつ「直近２期の決算期において減価償却前経常
利益が連続して赤字でないこと」）を満たしている

項　目 基準（a） 基準（b） 基準（c）

① 純資産額 5千万円以上
3億円未満

3億円以上
5億円未満 5億円以上

②

自己資本比率（%）
純資産額÷（純資産額＋負債の額）×100 20%以上 20％以上 15％以上

純資産倍率
純資産倍率＝純資産額÷資本金 2.0倍以上 1.5倍以上 1.5倍以上

③

使用総資本事業利益率
（営業利益＋受取利息・受取配当金）÷純資産額×100 10％以上 10％以上 5%以上

インタレスト・カバレッジ・レシオ
（営業利益＋受取利息・受取配当金）÷（支払利息＋割引料） 2.0倍以上 1.5倍以上 1.0倍以上

業　種 資本金 従業員数（小規模事業者）
製造業等（建設業・運送業・不動産業含む） 3億円以下 300人以下 (20人以下 )

ゴム製品製造業
（自動車または航空機用タイヤ及びチューブ
製造業 並びに工業用ベルト製造業を除く）

3億円以下 900人以下 (20人以下 )

卸売業 1億円以下 100人以下 (5人以下 )
小売業・飲食業 5,000万円以下 50人以下 (5人以下 )
サービス業 5,000万円以下 100人以下 (5人以下 )

ソフトウェア業・情報処理サービス業 3億円以下 300人以下 (20人以下 )
旅行業 3億円以下 300人以下 (20人以下 )
宿泊業（旅館業除く）・娯楽業 5,000万円以下 100人以下 (20人以下 )
旅館業 5,000万円以下 200人以下 (20人以下 )

医療法人等 ー 300人以下 (20人以下 )

① 取扱金融機関において、信用保証協会の保証を付さない、経営者保証を不要とし、かつ担保による保全
がない融資残高がある（もしくは同じタイミングで上記と同内容の融資を行う）

② 財務要件（「直近決算期において債務超過でないこと」かつ「直近２期の決算期において減価償却前経常
利益が連続して赤字でないこと」）を満たしている

項　目 基準（a） 基準（b） 基準（c）

① 純資産額 5千万円以上
3億円未満

3億円以上
5億円未満 5億円以上

②

自己資本比率（%）
純資産額÷（純資産額＋負債の額）×100 20%以上 20％以上 15％以上

純資産倍率
純資産倍率＝純資産額÷資本金 2.0倍以上 1.5倍以上 1.5倍以上

③

使用総資本事業利益率
（営業利益＋受取利息・受取配当金）÷純資産額×100 10％以上 10％以上 5%以上

インタレスト・カバレッジ・レシオ
（営業利益＋受取利息・受取配当金）÷（支払利息＋割引料） 2.0倍以上 1.5倍以上 1.0倍以上
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経営者保証を不要とする取扱いについて（平成30年 4月 1日創設）

　法人の場合は、本店（※１）または事業所のいずれかを、個人事業主の場合は住居（※2）または事業所
のいずれかを鹿児島県内に有し、事業を営んでいる個人事業者、会社、医業を主たる事業とする法人（医
療法人等）、特定非営利法人（NPO法人）で、次の企業規模・業種等の一定の要件を満たした中小企業
者の方がご利用できます。
※1 本店とは、単なる登記上の所在地というだけでなく、事業実態があることが必要です。
※2 住居とは、単なる住民登録上の住所というだけでなく、原則として現に居住していることが必要です。

(1) 企業規模
　常時使用する従業員数または資本金のいずれか一方が下表に該当する場合にご利用いただけます。

(2) 業種等
農業（一部の保証制度を除く）、林業、漁業、金融業、学校法人、宗教法人、非営利団体（NPO法人を除く）
等、その他協会が支援するのは難しいと判断した業態についてはご利用いただくことができません。
　また、許認可や届出を必要とする業種を営んでいる場合は、当該事業に係る許認可等を受けている
（または受ける）ことが必要です。
　その他、信用保証の対象とならない場合の主なものは次の通りです。
　・協会の保証付き融資について延滞等の債務不履行がある方
　・税金や社会保険料を滞納し、完納の見通しが立たない方
　・手形、小切手について不渡りがある場合及び銀行取引停止処分を受けている方
　・協会（当協会以外も含む）の代位弁済先で、求償債務が残っている方
　・破産、民事再生等の法的整理手続き中（申し立て中を含む）の場合

　次の❶～❸のいずれかに該当する法人の場合、経営者保証を不要とする保証の取り扱いをすること
ができます。なお、保証料の上乗せの手法を活用した取扱いについては、13頁をご覧ください。
❶金融機関連携型（全保証制度共通）
下記の①および②を満たすほか、法人と経営者の一体性解消等を図っている（または図ろうとしている）

❷財務要件型 (「財務要件型無保証人保証制度」でのご利用となります )
　直近決算において下表の基準 (a) から基準 (c) のいずれかに該当していること
　②および③については、それぞれの項目に対し、いずれか 1項目を充足する必要があります。

❸担保充足型（全保証制度共通）
　申込人または経営者が所有する不動産の担保提供があり、十分な保全が図られていること
※担保提供者が申込人以外の場合には、物上保証人になっていただく必要があります。

資金使途
事業経営に必要な運転資金と設備資金であり、生活資金、住宅資金、投機資金等にはご利用いただけません。
　また、原則として、旧債振替資金にはご利用いただけません。

連帯保証人
個人事業者の場合、原則として連帯保証人は不要です。法人（組合含む）の場合は、必要となる場合があ
ります。「経営者保証を不要とする取扱い」については以下をご覧ください。

（注1） 臨時の使用人、会社役員及び個人事業における家族従業員は従業員数に含みません。
（注 2） 組合の場合は当該組合が保証対象業種を営むこと、またはその構成員の 3分の 2以上が保証対象業種を営んでいることが必要です。
（注 3） 資本金が制限を超えている会社で、従業員数が制限の 90%以上を超えている場合は、従業員数の確認資料（労働保険概算増加概算・確定保険料申告書等）の写しが必要

となります。

暴力団などの反社会的勢力とは取引いたしません。
反社会的勢力との関係遮断の取組強化の一環として、信用保証委託契約書に「反社会的勢力排除条項」を導入して
います。
また、信用保証業務の公正、公平性を保つため、金融斡旋業者等第三者が介在する保証申込もお断りしています。

保証金額の最高限度
個人事業者・会社・医療法人等・
特定非営利活動法人（NPO法人） 2億 8,000 万円

組合 4億 8,000 万円

★このほかに、経営安定関連保証（セーフティネット保証）等の別枠
保証もあります。
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★保証制度によって、保証期間は異なります。

信用保証の対象となるかた

業　種 資本金 従業員数（小規模事業者）
製造業等（建設業・運送業・不動産業含む） 3億円以下 300人以下 (20人以下 )

ゴム製品製造業
（自動車または航空機用タイヤ及びチューブ
製造業 並びに工業用ベルト製造業を除く）

3億円以下 900人以下 (20人以下 )

卸売業 1億円以下 100人以下 (5人以下 )
小売業・飲食業 5,000万円以下 50人以下 (5人以下 )
サービス業 5,000万円以下 100人以下 (5人以下 )

ソフトウェア業・情報処理サービス業 3億円以下 300人以下 (20人以下 )
旅行業 3億円以下 300人以下 (20人以下 )
宿泊業（旅館業除く）・娯楽業 5,000万円以下 100人以下 (20人以下 )
旅館業 5,000万円以下 200人以下 (20人以下 )

医療法人等 ー 300人以下 (20人以下 )

① 取扱金融機関において、信用保証協会の保証を付さない、経営者保証を不要とし、かつ担保による保全
がない融資残高がある（もしくは同じタイミングで上記と同内容の融資を行う）

② 財務要件（「直近決算期において債務超過でないこと」かつ「直近２期の決算期において減価償却前経常
利益が連続して赤字でないこと」）を満たしている

項　目 基準（a） 基準（b） 基準（c）
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3億円未満
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③

使用総資本事業利益率
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（営業利益＋受取利息・受取配当金）÷（支払利息＋割引料） 2.0倍以上 1.5倍以上 1.0倍以上
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担　保
　原則として、保証合計額が 8,000 万円を超える場合は、担保が必要です。
　ただし、保証合計額が 8,000 万円以下であっても、担保が必要となる場合があります。

保証料
　信用保証協会の保証によって融資を受けた中小企業者等には、保証利用の対価として保証料をお支
払いいただきます。
　保証料は、公庫に支払う保険料、代位弁済に伴う損失の補てん、経費等といった信用補完制度の運営
上必要な費用に充当するものです。
　なお、保証料以外の手数料等は一切いただいておりません。

保証料率体系
　　基本となる保証料率は、中小企業者等の財務状況に応じて９段階に区分され，弾力化しています。
　　保証料率区分は、中小企業信用リスク情報データベース（CRD）により決算内容を評価し、一定の定性
要因（非財務要因）を加味して決定されます。
　　例外として，経営安定関連保証（セーフティネット保証）等の特別な保証制度には、一律の保証料率を
適用します。
　　※CRD：中小企業庁が中心となり、中小企業金融の円滑化を支援することを目的として設立された、中小企業に関する大規模の

データベースです。

〔リスク考慮型基準料率表〕

　※特殊保証とは、手形割引根保証・当座貸越根保証のことです。

保証料率の割引
　次に該当する中小企業者等は、保証料率をそれぞれ０．１％割り引きます。
　ただし、割引が適用されない保証制度もあります。

　　❶　担保の提供がある方
　　❷　会計参与設置会社又は公認会計士若しくは監査法人の監査を受けている方

責任共有制度
責任共有制度は、信用保証付き融資について、信用保証協会と金融機関が適切な責任共有を図り、両者が
連携して中小企業者等に対し、適切な支援（経営支援・再生支援等）することを目的としています。
   責任共有制度は、平成 19年 10月から導入され、従来、原則 100％であった保証付き融資は、原則とし
て、信用保証協会が 80％、金融機関が 20％の割合で責任を共有することとなりました。

責任共有制度の概要
　金融機関は、信用保証協会との間で「部分保証方式」または「負担金方式」のいずれかを選択し、融資に
対して責任を共有します。

責任共有対象から除外される主な保証制度
●経営安定関連保証（セーフティネット保証）１～４号、６号（５号については、平成 30 年３月31日以
前に保証申込の受付がされたものは責任共有対象外）
●災害関係保証
●創業関連保証（再挑戦支援保証を含む）
●特別小口保険に係る保証（中小企業信用保険法第１号～６号の小規模企業者に限る）
●事業再生保険に係る保証
●小口零細企業保証制度
●求償権消滅保証
●事業再生計画実施関連保証（責任共有対象外の保証付既往借入金を既往残高の範囲内で借り換えるもの）
●危機関連保証

料率区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
責任共有保証料率

）証保殊特（
1.90
(1.62)

1.75
(1.49)

1.55
(1.32)

1.35
(1.15)

1.15
(0.98)

1.00
(0.85)

0.80
(0.68)

0.60
(0.51)

0.45
(0.39)

責任共有外保証料率
（特殊保証）

2.20
(1.87)

2.00
(1.70)

1.80
(1.53)

1.60
(1.36）

1.35
(1.15)

1.10
(0.94)

0.90
(0.77)

0.70
(0.60)

0.50
(0.43)

①　部分保証方式

80％
保証部分

20％
非保証部分

【保証時点】

80％
信用保証協会が代位弁済

【代位弁済時】

　融資の返済ができなくなった場合、その残高の 80％
部分は、信用保証協会が金融機関に代位弁済します。
　残りの 20％については、金融機関の負担となります。

②　負担金方式

100％
保証部分

【保証時点】

100％
信用保証協会が代位弁済

【代位弁済時】

融資の返済ができなくなった場合、その残高の全額
（100％）を信用保証協会が金融機関に代位弁済します。
　なお、事後的に代位弁済額の 20％相当額の負担金
を金融機関は信用保証協会に支払うこととなります。

（単位：年率 %）

20％
金融機関負担

20％
負担金
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新型コロナや物価高騰等の影響を受けている事業者の資金繰りの円滑化を図るため、伴走支援型特別
保証制度等の周知と積極的な活用に取り組みました。
伴走支援型特別保証制度については、令和５年度のゼロゼロ融資の償還本格化を控え、令和５年１月ゼ

ロゼロ融資の借換えを可能にするとともに、認定要件を一部緩和する国の制度改正がなされ、同月、県が
保証料の一部を補助する伴走支援型借換支援資金（県制度）が新設されたことから、ゼロゼロ融資の借換
需要が増加し、保証承諾金額が増加しました。

経営改善支援連絡会議の新設
新型コロナ禍の長期化や物価高騰等により、資金繰りのみならず多様な経営課題に直面する中小企業
者等に対し、地域金融機関や支援機関などが、それぞれの強み・特性を生かしながら相互に連携・協働し、
早い段階から金融支援、経営改善支援に取り組むため、令和５年４月、県が設置しているかごしま中小企業
支援ネットワーク内に新たに経営改善支援連絡会議を新設し、当協会の保証部経営相談班が事務局となり
中小企業者等の収益力の改善等に取り組みました。

【かごしま中小企業支援ネットワークにおける位置づけ】

●支援フロー
・ コロナ禍で資金繰りのみならず多様な経営課題に直面する事業者又は取引金融機関などNW会員から
の支援要請に基づき、事務局職員及び支援要請機関職員において訪問・面談（1次支援）し、現況及び
課題の確認を行い、２次支援の必要性を検討します。

・  ２次支援においては、必要に応じて事業者、取引金融機関、支援機関、当協会（事務局）で個別経営相談
会議を開催し、各々の経営課題に応じて、必要な資金繰り支援、本業支援などを行います。

・  支援策の着実な実行を担保するためのモニタリングも実施します。

新型コロナ等の影響を踏まえた資金繰り支援

　１．　経営者保証に依存しない融資慣行の確立を促進するため、保証料の上乗せという経営者保証の機
能を代替する手法を活用した保証制度等の取扱いを令和６年３月１５日から開始しました。

　○事業者選択型経営者保証非提供制度（「横断的制度」）
　　　担保を徴求しない保証制度等を対象として、一定の要件のもと、保証料率を0.25%又は0.45％上乗
せすることにより、事業者が経営者保証を提供しないことを選択することが可能となりました。

　○事業者選択型経営者保証非提供促進特別保証制度（「国補助制度」）
　　　経営者保証を提供しないことで上乗せされた保証料に対して、３年間の時限措置として、申込日に応
じて以下のとおり国の保証料補助があります。

　　　令和６年３月15日～令和７年３月末　0.15%　令和７年４月１日～令和８年３月末　0.10%
　　　令和８年４月１日～令和９年３月末　0.05%

　○プロパー融資借換特別保証制度
　　　金融機関に対して経営者保証を提供した既往のプロパー融資について、一定の要件を満たすことを
条件として、経営者保証を提供しない本制度への借換えが可能となります。

　２．　「経営者保証に関するガイドライン」に基づく経営者保証を不要とする取扱いについて、金融機関
訪問時や研修会開催時に要件等の説明を行い、制度の周知を図りました。

【経営者保証を不要とした保証状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：件）

※国補助…伴走支援型特別保証制度（国・県）

経営者保証を不要とする保証への取組

早期の経営改善支援への取組

代表者会議
【事務局】
県中小企業
支援課

経営改善支援連絡会議
【事務局】当協会
【内容】運営方針、
情報共有、事例紹介、
実績報告
【議長】協会常勤理事

幹事会
【事務局】当協会
【参加者】県内に本店を有
する金融機関、活性化
協議会

【内容】運営方針等の事前
調整

個別経営相談会議
【事務局】当協会
【参加者】事業者、取引金
融機関、支援機関

【内容】資金繰りや本業支
援策の協議・検討、とり
まとめ

【１次支援実施状況（業種別）】 【２次支援（本業支援内容別支援実施状況）】

※その他の産業…自動車整備業 ※その他…税理士紹介、産業雇用安定センター紹介
　　　　　事業承継・引継ぎ支援センターへの繋ぎ

経営改善支援の業務フロー図

事
　業
　者

事
務
局（
当
協
会
）

会　員
(取引金融
機関等)

一次支援
（現況把握） モニタリング

ニ次支援
（資金繰り支援・
本業支援)

一次支援による現況・経営課題を把握後、企業に必要な支援策を検討し、
二次支援に移行（必要に応じて、個別経営相談会議を開催）

支援依頼書を協会へ提出

保証制度名 制度の特徴

令和５年度実績
件数 金額 構成比

（件） （百万円） (％ ) (％ )

全
国
統
一
制
度

伴走支援型
特別保証制度

新型コロナの影響を受けた中
小企業者の資金繰り円滑化を
図るとともに，金融機関が継続
的な伴走型支援を実施し，事業
者の経営安定や生産性等の向
上を図る

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.2％～1.15％（国補助後）
・令和６年３月末まで

25 1,029 0.7 1.8

県
制
度
伴走支援型
借換支援資金

国の「伴走支援型特別保証制度」
の県制度版

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.1％～0.51％
　（国に加え県の補助あり）
・令和6年3月末まで

1,285 30,759 29.4 51.9

経保ガイドライン 経保を不要とした保証
合計

BK連携 財務 担保 SSS 保証 国補助（※）
令和５年度 45 １ １ 11 121 179

業　種 支援対象企業
製造業 ３
建設業 ４
卸売業 ７
小売業 ７
飲食業 ４

運輸倉庫業 １
旅客運送業 ０

サービス業 ６
宿泊業 １

不動産業 ０
その他の産業（※） １

合　計 29

本業支援内容 支援回数

計画策定等

経営診断 ７
経営改善計画 ５
生産性向上計画 ０
その他（収益力改善計画等） ０

販路拡大、新規取引先の開拓 23
新商品の開発 ０
新分野進出、業種転換 ０
経費見直し、経営合理化（DX） ５
人材育成 ２
補助金申請支援 ０
その他（※） ３

合　計 45

保証制度名 制度の特徴

令和５年度実績
件数 金額 構成比

（件） （百万円） (％ ) (％ )

全
国
統
一
制
度

伴走支援型
特別保証制度

新型コロナの影響を受けた中
小企業者の資金繰り円滑化を
図るとともに，金融機関が継続
的な伴走型支援を実施し，事業
者の経営安定や生産性等の向
上を図る

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.2％～1.15％（国補助後）
・令和６年３月末まで

25 1,029 0.7 1.8

県
制
度
伴走支援型
借換支援資金

国の「伴走支援型特別保証制度」
の県制度版

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.1％～0.51％
　（国に加え県の補助あり）
・令和6年3月末まで

1,285 30,759 29.4 51.9

経保ガイドライン 経保を不要とした保証
合計

BK連携 財務 担保 SSS 保証 国補助（※）
令和５年度 45 １ １ 11 121 179

業　種 支援対象企業
製造業 ３
建設業 ４
卸売業 ７
小売業 ７
飲食業 ４

運輸倉庫業 １
旅客運送業 ０

サービス業 ６
宿泊業 １

不動産業 ０
その他の産業（※） １

合　計 29

本業支援内容 支援回数

計画策定等

経営診断 ７
経営改善計画 ５
生産性向上計画 ０
その他（収益力改善計画等） ０

販路拡大、新規取引先の開拓 23
新商品の開発 ０
新分野進出、業種転換 ０
経費見直し、経営合理化（DX） ５
人材育成 ２
補助金申請支援 ０
その他（※） ３

合　計 45

保証制度名 制度の特徴

令和５年度実績
件数 金額 構成比

（件） （百万円） (％ ) (％ )

全
国
統
一
制
度

伴走支援型
特別保証制度

新型コロナの影響を受けた中
小企業者の資金繰り円滑化を
図るとともに，金融機関が継続
的な伴走型支援を実施し，事業
者の経営安定や生産性等の向
上を図る

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.2％～1.15％（国補助後）
・令和６年３月末まで

25 1,029 0.7 1.8

県
制
度
伴走支援型
借換支援資金

国の「伴走支援型特別保証制度」
の県制度版

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.1％～0.51％
　（国に加え県の補助あり）
・令和6年3月末まで

1,285 30,759 29.4 51.9

経保ガイドライン 経保を不要とした保証
合計

BK連携 財務 担保 SSS 保証 国補助（※）
令和５年度 45 １ １ 11 121 179

業　種 支援対象企業
製造業 ３
建設業 ４
卸売業 ７
小売業 ７
飲食業 ４

運輸倉庫業 １
旅客運送業 ０

サービス業 ６
宿泊業 １

不動産業 ０
その他の産業（※） １

合　計 29

本業支援内容 支援回数

計画策定等

経営診断 ７
経営改善計画 ５
生産性向上計画 ０
その他（収益力改善計画等） ０

販路拡大、新規取引先の開拓 23
新商品の開発 ０
新分野進出、業種転換 ０
経費見直し、経営合理化（DX） ５
人材育成 ２
補助金申請支援 ０
その他（※） ３

合　計 45

K AGOSHIMA GUARANTEE DISCLOSURE 202413



令
和
5
年
度
の
主
な
取
組
み

令
和
5
年
度
の
主
な
取
組
み

令和5年度の主な取組み（１）令和5年度の主な取組み（１）令和5年度の主な取組み（１）令和5年度の主な取組み（１）令和5年度の主な取組み（１）令和5年度の主な取組み（１）令和5年度の主な取組み（１）

新型コロナや物価高騰等の影響を受けている事業者の資金繰りの円滑化を図るため、伴走支援型特別
保証制度等の周知と積極的な活用に取り組みました。
伴走支援型特別保証制度については、令和５年度のゼロゼロ融資の償還本格化を控え、令和５年１月ゼ

ロゼロ融資の借換えを可能にするとともに、認定要件を一部緩和する国の制度改正がなされ、同月、県が
保証料の一部を補助する伴走支援型借換支援資金（県制度）が新設されたことから、ゼロゼロ融資の借換
需要が増加し、保証承諾金額が増加しました。

経営改善支援連絡会議の新設
新型コロナ禍の長期化や物価高騰等により、資金繰りのみならず多様な経営課題に直面する中小企業
者等に対し、地域金融機関や支援機関などが、それぞれの強み・特性を生かしながら相互に連携・協働し、
早い段階から金融支援、経営改善支援に取り組むため、令和５年４月、県が設置しているかごしま中小企業
支援ネットワーク内に新たに経営改善支援連絡会議を新設し、当協会の保証部経営相談班が事務局となり
中小企業者等の収益力の改善等に取り組みました。

【かごしま中小企業支援ネットワークにおける位置づけ】

●支援フロー
・ コロナ禍で資金繰りのみならず多様な経営課題に直面する事業者又は取引金融機関などNW会員から
の支援要請に基づき、事務局職員及び支援要請機関職員において訪問・面談（1次支援）し、現況及び
課題の確認を行い、２次支援の必要性を検討します。

・  ２次支援においては、必要に応じて事業者、取引金融機関、支援機関、当協会（事務局）で個別経営相談
会議を開催し、各々の経営課題に応じて、必要な資金繰り支援、本業支援などを行います。

・  支援策の着実な実行を担保するためのモニタリングも実施します。

新型コロナ等の影響を踏まえた資金繰り支援

　１．　経営者保証に依存しない融資慣行の確立を促進するため、保証料の上乗せという経営者保証の機
能を代替する手法を活用した保証制度等の取扱いを令和６年３月１５日から開始しました。

　○事業者選択型経営者保証非提供制度（「横断的制度」）
　　　担保を徴求しない保証制度等を対象として、一定の要件のもと、保証料率を0.25%又は0.45％上乗
せすることにより、事業者が経営者保証を提供しないことを選択することが可能となりました。

　○事業者選択型経営者保証非提供促進特別保証制度（「国補助制度」）
　　　経営者保証を提供しないことで上乗せされた保証料に対して、３年間の時限措置として、申込日に応
じて以下のとおり国の保証料補助があります。

　　　令和６年３月15日～令和７年３月末　0.15%　令和７年４月１日～令和８年３月末　0.10%
　　　令和８年４月１日～令和９年３月末　0.05%

　○プロパー融資借換特別保証制度
　　　金融機関に対して経営者保証を提供した既往のプロパー融資について、一定の要件を満たすことを
条件として、経営者保証を提供しない本制度への借換えが可能となります。

　２．　「経営者保証に関するガイドライン」に基づく経営者保証を不要とする取扱いについて、金融機関
訪問時や研修会開催時に要件等の説明を行い、制度の周知を図りました。

【経営者保証を不要とした保証状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：件）

※国補助…伴走支援型特別保証制度（国・県）

経営者保証を不要とする保証への取組

早期の経営改善支援への取組

代表者会議
【事務局】
県中小企業
支援課

経営改善支援連絡会議
【事務局】当協会
【内容】運営方針、
情報共有、事例紹介、
実績報告
【議長】協会常勤理事

幹事会
【事務局】当協会
【参加者】県内に本店を有
する金融機関、活性化
協議会

【内容】運営方針等の事前
調整

個別経営相談会議
【事務局】当協会
【参加者】事業者、取引金
融機関、支援機関

【内容】資金繰りや本業支
援策の協議・検討、とり
まとめ

【１次支援実施状況（業種別）】 【２次支援（本業支援内容別支援実施状況）】

※その他の産業…自動車整備業 ※その他…税理士紹介、産業雇用安定センター紹介
　　　　　事業承継・引継ぎ支援センターへの繋ぎ

経営改善支援の業務フロー図

事
　業
　者

事
務
局（
当
協
会
）

会　員
(取引金融
機関等)

一次支援
（現況把握） モニタリング

ニ次支援
（資金繰り支援・
本業支援)

一次支援による現況・経営課題を把握後、企業に必要な支援策を検討し、
二次支援に移行（必要に応じて、個別経営相談会議を開催）

支援依頼書を協会へ提出

保証制度名 制度の特徴

令和５年度実績
件数 金額 構成比

（件） （百万円） (％ ) (％ )

全
国
統
一
制
度

伴走支援型
特別保証制度

新型コロナの影響を受けた中
小企業者の資金繰り円滑化を
図るとともに，金融機関が継続
的な伴走型支援を実施し，事業
者の経営安定や生産性等の向
上を図る

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.2％～1.15％（国補助後）
・令和６年３月末まで

25 1,029 0.7 1.8

県
制
度
伴走支援型
借換支援資金

国の「伴走支援型特別保証制度」
の県制度版

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.1％～0.51％
　（国に加え県の補助あり）
・令和6年3月末まで

1,285 30,759 29.4 51.9

経保ガイドライン 経保を不要とした保証
合計

BK連携 財務 担保 SSS 保証 国補助（※）
令和５年度 45 １ １ 11 121 179

業　種 支援対象企業
製造業 ３
建設業 ４
卸売業 ７
小売業 ７
飲食業 ４

運輸倉庫業 １
旅客運送業 ０

サービス業 ６
宿泊業 １

不動産業 ０
その他の産業（※） １

合　計 29

本業支援内容 支援回数

計画策定等

経営診断 ７
経営改善計画 ５
生産性向上計画 ０
その他（収益力改善計画等） ０

販路拡大、新規取引先の開拓 23
新商品の開発 ０
新分野進出、業種転換 ０
経費見直し、経営合理化（DX） ５
人材育成 ２
補助金申請支援 ０
その他（※） ３

合　計 45

保証制度名 制度の特徴

令和５年度実績
件数 金額 構成比

（件） （百万円） (％ ) (％ )

全
国
統
一
制
度

伴走支援型
特別保証制度

新型コロナの影響を受けた中
小企業者の資金繰り円滑化を
図るとともに，金融機関が継続
的な伴走型支援を実施し，事業
者の経営安定や生産性等の向
上を図る

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.2％～1.15％（国補助後）
・令和６年３月末まで

25 1,029 0.7 1.8

県
制
度
伴走支援型
借換支援資金

国の「伴走支援型特別保証制度」
の県制度版

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.1％～0.51％
　（国に加え県の補助あり）
・令和6年3月末まで

1,285 30,759 29.4 51.9

経保ガイドライン 経保を不要とした保証
合計

BK連携 財務 担保 SSS 保証 国補助（※）
令和５年度 45 １ １ 11 121 179

業　種 支援対象企業
製造業 ３
建設業 ４
卸売業 ７
小売業 ７
飲食業 ４

運輸倉庫業 １
旅客運送業 ０

サービス業 ６
宿泊業 １

不動産業 ０
その他の産業（※） １

合　計 29

本業支援内容 支援回数

計画策定等

経営診断 ７
経営改善計画 ５
生産性向上計画 ０
その他（収益力改善計画等） ０

販路拡大、新規取引先の開拓 23
新商品の開発 ０
新分野進出、業種転換 ０
経費見直し、経営合理化（DX） ５
人材育成 ２
補助金申請支援 ０
その他（※） ３

合　計 45

保証制度名 制度の特徴

令和５年度実績
件数 金額 構成比

（件） （百万円） (％ ) (％ )

全
国
統
一
制
度

伴走支援型
特別保証制度

新型コロナの影響を受けた中
小企業者の資金繰り円滑化を
図るとともに，金融機関が継続
的な伴走型支援を実施し，事業
者の経営安定や生産性等の向
上を図る

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.2％～1.15％（国補助後）
・令和６年３月末まで

25 1,029 0.7 1.8

県
制
度
伴走支援型
借換支援資金

国の「伴走支援型特別保証制度」
の県制度版

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.1％～0.51％
　（国に加え県の補助あり）
・令和6年3月末まで

1,285 30,759 29.4 51.9

経保ガイドライン 経保を不要とした保証
合計

BK連携 財務 担保 SSS 保証 国補助（※）
令和５年度 45 １ １ 11 121 179

業　種 支援対象企業
製造業 ３
建設業 ４
卸売業 ７
小売業 ７
飲食業 ４

運輸倉庫業 １
旅客運送業 ０

サービス業 ６
宿泊業 １

不動産業 ０
その他の産業（※） １

合　計 29

本業支援内容 支援回数

計画策定等

経営診断 ７
経営改善計画 ５
生産性向上計画 ０
その他（収益力改善計画等） ０

販路拡大、新規取引先の開拓 23
新商品の開発 ０
新分野進出、業種転換 ０
経費見直し、経営合理化（DX） ５
人材育成 ２
補助金申請支援 ０
その他（※） ３

合　計 45
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み

令
和
5
年
度
の
主
な
取
組
み

令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）

　商工団体等の中小企業支援機関が開催する創業塾等に積極的に参加し、当協会の創業者向け保証制
度の案内や個別相談会を実施しています（令和５年度は鹿児島市など４機関の創業塾等に参加）。
　また、創業後の支援として、創業後５年未満の事業者を対象としたセミナーの開催や、当協会担当職
員が定期的に創業者を訪問してフォローアップを実施しています。フォローアップを実施した際に専門家に
よる支援等が必要と判断された企業については、個々の課題に応じて専門家派遣やよろず支援拠点と連
携した支援を行っています。

創業支援の取組み

　県内で起業予定の方や新規ビジネスプランを有する方（高校生・大学生等を含む）が、「新規性及び
成長性がある事業」または「地域課題の解決に資する事業」について実現可能性が高い事業プランを発
表する「令和 5年度鹿児島県ビジネスプランコンテスト」（鹿児島県主催）が開催されました。
　当協会は令和４年度からコンテストの協力企業として「かごしま起業応援団」に登録し、企業賞を提供
しています。
　令和 6 年 1月20日（土）に開催された最終審査において発表した 14 者のうち、「耕作放棄地を活用
したミード（蜂蜜酒）の製造販売事業」への取組を提案し、優秀賞を受賞された戸田京介氏を、鹿児島
県信用保証協会賞として決定し、その事業プランを当協会保証月報 3月号にて紹介いたしました。

官・民と連携した起業支援の取組み

　令和６年 1月23日付で県が制定する「鹿児島県ＳＤＧｓ登
録制度」に登録いたしました。
　同制度は、ＳＤＧｓに積極的に取り組む企業を登録し、各企
業の取組を県のホームページ上に掲載して「見える化」して
広く情報発信することで、登録企業の更なる取組を促進する
とともに、県内に自発的な取組を拡げていくことを目的とし、
令和４年１１月１８日施行された制度です。
　当協会は今後もＳＤＧｓ達成に向けて、経済・社会・経済
課題に取り組んでまいります。

「鹿児島県ＳＤＧｓ登録制度」への登録について

ＳＤＧｓの目標達成に向けた取組

▲

当
協
会
の
創
業
支
援
先
を
保
証
月
報
で
紹
介

▲明快マネジメント研究所
代表　二木　宏造氏

▲創業者支援セミナーの
様子

▲表彰式の様子 (令和 6年 1月 20日 )

　令和６年１月２０日（土）に、ライカ南国ホールにて令和５年度鹿児島県ビジネスプランコンテストの最終審査
が行われました。
　鹿児島県では、県内における起業に向けた機運醸成や事業化を支援することを目的としたビジネスプラン
コンテストを開催しており、当協会は2022年度から「かごしま起業応援団」に登録し、企業賞を提供していま
す。今年度は最終審査に進んだ１４名のうち、「耕作放棄地を活用したミード（蜂蜜酒）の製造販売事業」の確立
を目指す「戸田　京介」氏を鹿児島県信用保証協会賞に決定しました。コンテスト全体の優秀賞も授与された
同氏に、今回お話を伺いました。

令和5年度 鹿児島県
ビジネスプランコンテスト
R5 Kagoshima Pref. Business Plan Contest

優秀賞
鹿児島県

信用保証協会賞
受受 賞賞

戸田京介氏のプロフィール
　埼玉県戸田市出身。
　発酵に興味を持ち、都内の大学の生命理工学科で学ぶ。
　酒造りの道に進み、(株 )WAKAZE に入社。三軒茶屋
醸造所の製造責任者として商品開発から製造管理まで担
当。
　知人から紹介されたいちき串木野市にある ( 有 ) 白石
酒造の原料栽培に拘った酒造りに惚れ込み、前職を退社。
　令和５年に、いちき串木野市へ移住。( 有 ) 白石酒造
にて芋焼酎の有機栽培から醸造までを学び現在に至る。

Q.今回のプランについて概要を教えてください。
　焼酎の消費量停滞や過疎化・高齢化による耕作放棄地
の増加といった地域の課題解決に向けて、消費トレンド
の変化や健康志向の高まりに着目し、醸造経験のある蜂
蜜を発酵させたお酒（ミード）の製造販売を行っていき
ます。
　ナチュラルワインに代表されるように自然に回帰した
ものづくりの需要は年々上昇しており、また、クラフト
ビールのように画一的な商品から多様なものへと消費も
変化しつつあります。
　これまで、ミードを醸造し販路開拓してきて手応えも
感じており、放棄地を活かして、都市圏での消費を踏ま
えた事業を行うことで、付加価値をもたせた事業を行い、
地域の活性化に貢献したいと思います。

「ビジネスプランコンテスト」とは？

「かごしま起業応援団」について

　鹿児島県内において、起業の予定、または新規ビジネスプランを有する方（高校生・大学生
等を含む）を対象とし、「新規性及び成長性がある事業」または「地域課題の解決に資する事業」
について実現可能性が高いビジネスプランを募集。最終審査でファイナリストに選出された事
業については、賞金等の他、翌年度以降の事業化について県補助金の支援が受けられます。

　官・民が連携した企業支援の取組を推進するため、コンテストの趣旨に賛同した企業が登録し、
協力する取組です。
　コンテストの周知や広報、ビジネスプランに関するアドバイス、資金調達方法の提案等、各
企業の取組に応じて、応募者に様々な支援を行います。

Q. 今後の事業展開や夢を教えてください。
　まずは醸造所を作り製造を行っていきます。
　蜂蜜は以前の取引先であった県外の養蜂場から仕入れるほか、鹿児島の養蜂場とも取引を開始する予
定です。
　ブランド価値を高めるため、アウトドアブランドとの共同イベントや地方リゾート施設とのタイアッ
プなどを目指します。
　耕作放棄地では、将来的には自身で蜜源となる果樹を栽培しながら、その果実を使ってお酒を造るこ
とも可能です。ミード事業を成長させ、養蜂家の支援や、収穫の際には地域高齢者の雇用を創出できる
ような取組みを行っていきたいと考えています。
　お酒づくりを通じて地域や環境の課題を解決できる可能性があると同時に、自身のお酒にとっても最
大の付加価値になると考えています。

〔保証協会より一言〕
　鹿児島の伝統的な地域資源である「焼酎」と「蜂蜜」を利用して、わが国でも希少性の高い新しい「ミード」を製
造販売し、それを都市部の消費者に訴求するというビジネスモデルは、本来の資源に付加価値を付けて感度の
高い若者や女性などの市場を対象にするという点で、戦略的であり、将来性を感じ「協会賞」に決定いたしまし
た。

コンテスト優秀賞及び当協会賞を受賞された戸田京介さん

【本事業の概要】

・地域自然を再生させ、地域資源がそのまま付加価値となるようなお酒づくりを掲げます。そうすること
で景観や獣害対策だけでなく、養蜂家支援、農家支援を目指し地域に循環する産業を構築します。

・ウェルネス市場の成長に注目し、無農薬での原料生産や無添加でのお酒づくりをおこない、アウトドア
など自然において、非日常的な利用を提案することで人にも自然にも良い存在となるプロダクトを目
指します。

ミード

【地域】
資源価値の創造
養蜂家支援

【都市部】
ウェルネス
里山再生モデル

21 保証月報　2024年３月号保証月報　2024年３月号

▲鹿児島県信用保証協会賞受賞者の紹介記事を保証月報 3月号で掲載

令和3年度 令和4年度 前年比（%） 年間計画比（％）
企業訪問回数 60 60 100.0 85.7

補
助
金
事
業

　経営診断 5 6 120.0 75.0
　計画策定支援 7 11 157.1 137.5
　創業支援 7 2 28.6 20.0
　事業承継支援 1 1 100.0 25.0

３分野 分野ごとの課題解決に係る当協会の取組

経済分野

・雇用所得の創出
・観光
・新産業
・産官学連携

信用保証と経営支援を通じた地域経済に貢献する取組

　１．信用保証を通じた経営支援
　　　①中小企業者等の多様な資金ニーズを踏まえた金融支援
　　　②自然災害やパンデミック発生時のセーフティネット機能の発揮
　２．経営支援
　　　経営改善支援連絡会議（通称：ゼロプロ）や専門家派遣の活用、及び中小企業活

性化協議会やよろず支援拠点との連携協定による経営支援
　３．創業支援・事業承継支援
　　　①創業前から創業後のフォローアップまで一貫したサポート支援、鹿児島県ビジ

ネスプランコンテストの協賛
　　　②支援機関や専門家と連携した事業承継支援

社会分野

・防災
・子育て、教育
・健康・医療　等

地域社会の課題解決に貢献する取組

　１．働き方改革の推進
　　　一般事業主行動計画（ノー残業デーの実施、有給休暇取得日数目標の達成、男性

職員の育児休業取得の推進）の実施等によるワークライフバランス（仕事へのや
りがいや充実感の醸成と子育てや介護・自己啓発など職員のプライベートの充実）
を推進

　２．リスク管理体制の強化（BCP訓練、防災訓練、セキュリティ強化）
　３．大学等での講義やインターンシップの実施（金融リテラシーや創業機運の醸成）
　４．スポーツ応援団体としてのスポーツ行事への協賛や共済、地域催事等への協賛

環境分野

・低炭素・省エネ
・水・大気
・自然環境
・生物多様性
・3R　　　　等

環境問題の課題解決に貢献する取組

　１．業務のペーパーレス化（保証受付や保証書等の電子化やペーパーレス会議）の導
入、再生紙など環境に配慮した素材の利用

　２．①環境負荷軽減に向けた省資源・省エネルギーなどのエコ活動の推進
　　　②グリーンオフィス鹿児島を意識した社内ルールの実施による省エネ活動や通年

ノーネクタイの実施等

保証制度名 制度の特徴

令和５年度実績
件数 金額 構成比

（件） （百万円） (％ ) (％ )

全
国
統
一
制
度

伴走支援型
特別保証制度

新型コロナの影響を受けた中
小企業者の資金繰り円滑化を
図るとともに，金融機関が継続
的な伴走型支援を実施し，事業
者の経営安定や生産性等の向
上を図る

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.2％～1.15％（国補助後）
・令和６年３月末まで

25 1,029 0.7 1.8

県
制
度
伴走支援型
借換支援資金

国の「伴走支援型特別保証制度」
の県制度版

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.1％～0.51％
　（国に加え県の補助あり）
・令和6年3月末まで

1,285 30,759 29.4 51.9

経保ガイドライン 経保を不要とした保証
合計

BK連携 財務 担保 SSS 保証 国補助（※）
令和５年度 45 １ １ 11 121 179

業　種 支援対象企業
製造業 ３
建設業 ４
卸売業 ７
小売業 ７
飲食業 ４

運輸倉庫業 １
旅客運送業 ０

サービス業 ６
宿泊業 １

不動産業 ０
その他の産業（※） １

合　計 29

本業支援内容 支援回数

計画策定等

経営診断 ７
経営改善計画 ５
生産性向上計画 ０
その他（収益力改善計画等） ０

販路拡大、新規取引先の開拓 23
新商品の開発 ０
新分野進出、業種転換 ０
経費見直し、経営合理化（DX） ５
人材育成 ２
補助金申請支援 ０
その他（※） ３

合　計 45

保証制度名 制度の特徴

令和５年度実績
件数 金額 構成比

（件） （百万円） (％ ) (％ )

全
国
統
一
制
度

伴走支援型
特別保証制度

新型コロナの影響を受けた中
小企業者の資金繰り円滑化を
図るとともに，金融機関が継続
的な伴走型支援を実施し，事業
者の経営安定や生産性等の向
上を図る

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.2％～1.15％（国補助後）
・令和６年３月末まで

25 1,029 0.7 1.8

県
制
度
伴走支援型
借換支援資金

国の「伴走支援型特別保証制度」
の県制度版

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.1％～0.51％
　（国に加え県の補助あり）
・令和6年3月末まで

1,285 30,759 29.4 51.9

経保ガイドライン 経保を不要とした保証
合計

BK連携 財務 担保 SSS 保証 国補助（※）
令和５年度 45 １ １ 11 121 179

業　種 支援対象企業
製造業 ３
建設業 ４
卸売業 ７
小売業 ７
飲食業 ４

運輸倉庫業 １
旅客運送業 ０

サービス業 ６
宿泊業 １

不動産業 ０
その他の産業（※） １

合　計 29

本業支援内容 支援回数

計画策定等

経営診断 ７
経営改善計画 ５
生産性向上計画 ０
その他（収益力改善計画等） ０

販路拡大、新規取引先の開拓 23
新商品の開発 ０
新分野進出、業種転換 ０
経費見直し、経営合理化（DX） ５
人材育成 ２
補助金申請支援 ０
その他（※） ３

合　計 45

保証制度名 制度の特徴

令和５年度実績
件数 金額 構成比

（件） （百万円） (％ ) (％ )

全
国
統
一
制
度

伴走支援型
特別保証制度

新型コロナの影響を受けた中
小企業者の資金繰り円滑化を
図るとともに，金融機関が継続
的な伴走型支援を実施し，事業
者の経営安定や生産性等の向
上を図る

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.2％～1.15％（国補助後）
・令和６年３月末まで

25 1,029 0.7 1.8

県
制
度
伴走支援型
借換支援資金

国の「伴走支援型特別保証制度」
の県制度版

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.1％～0.51％
　（国に加え県の補助あり）
・令和6年3月末まで

1,285 30,759 29.4 51.9

経保ガイドライン 経保を不要とした保証
合計

BK連携 財務 担保 SSS 保証 国補助（※）
令和５年度 45 １ １ 11 121 179

業　種 支援対象企業
製造業 ３
建設業 ４
卸売業 ７
小売業 ７
飲食業 ４

運輸倉庫業 １
旅客運送業 ０

サービス業 ６
宿泊業 １

不動産業 ０
その他の産業（※） １

合　計 29

本業支援内容 支援回数

計画策定等

経営診断 ７
経営改善計画 ５
生産性向上計画 ０
その他（収益力改善計画等） ０

販路拡大、新規取引先の開拓 23
新商品の開発 ０
新分野進出、業種転換 ０
経費見直し、経営合理化（DX） ５
人材育成 ２
補助金申請支援 ０
その他（※） ３

合　計 45

【創業資金の保証承諾状況】 （単位：件、百万円、％）

令和5年度実績 前年比 年間計画比
件　数 186 88.6 97.9
金　額 815 87.8 90.5

【創業者支援セミナーの実績】
■　開催日：令和5年10月10日（火）
■　第一部「お金のブロックパズル®でつくる、利益倍増戦略」
　　　　　　講師：明快マネジメント研究所
                          代表 二木宏造 氏
　　第二部「当協会による創業支援の取組について」
■　セミナー参加者 19名 ( うち個別相談者１名 )

【創業支援後のフォローアップ状況】 （単位：件、％）
令和5年度実績 前年比 年間計画比

回 数 100 100.0 100.0
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み

令
和
5
年
度
の
主
な
取
組
み

令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）令和5年度の主な取組み（２）

　商工団体等の中小企業支援機関が開催する創業塾等に積極的に参加し、当協会の創業者向け保証制
度の案内や個別相談会を実施しています（令和５年度は鹿児島市など４機関の創業塾等に参加）。
　また、創業後の支援として、創業後５年未満の事業者を対象としたセミナーの開催や、当協会担当職
員が定期的に創業者を訪問してフォローアップを実施しています。フォローアップを実施した際に専門家に
よる支援等が必要と判断された企業については、個々の課題に応じて専門家派遣やよろず支援拠点と連
携した支援を行っています。

創業支援の取組み

　県内で起業予定の方や新規ビジネスプランを有する方（高校生・大学生等を含む）が、「新規性及び
成長性がある事業」または「地域課題の解決に資する事業」について実現可能性が高い事業プランを発
表する「令和 5年度鹿児島県ビジネスプランコンテスト」（鹿児島県主催）が開催されました。
　当協会は令和４年度からコンテストの協力企業として「かごしま起業応援団」に登録し、企業賞を提供
しています。
　令和 6 年 1月20日（土）に開催された最終審査において発表した 14 者のうち、「耕作放棄地を活用
したミード（蜂蜜酒）の製造販売事業」への取組を提案し、優秀賞を受賞された戸田京介氏を、鹿児島
県信用保証協会賞として決定し、その事業プランを当協会保証月報 3月号にて紹介いたしました。

官・民と連携した起業支援の取組み

　令和６年 1月23日付で県が制定する「鹿児島県ＳＤＧｓ登
録制度」に登録いたしました。
　同制度は、ＳＤＧｓに積極的に取り組む企業を登録し、各企
業の取組を県のホームページ上に掲載して「見える化」して
広く情報発信することで、登録企業の更なる取組を促進する
とともに、県内に自発的な取組を拡げていくことを目的とし、
令和４年１１月１８日施行された制度です。
　当協会は今後もＳＤＧｓ達成に向けて、経済・社会・経済
課題に取り組んでまいります。

「鹿児島県ＳＤＧｓ登録制度」への登録について

ＳＤＧｓの目標達成に向けた取組

▲

当
協
会
の
創
業
支
援
先
を
保
証
月
報
で
紹
介

▲明快マネジメント研究所
代表　二木　宏造氏

▲創業者支援セミナーの
様子

▲表彰式の様子 (令和 6年 1月 20日 )

　令和６年１月２０日（土）に、ライカ南国ホールにて令和５年度鹿児島県ビジネスプランコンテストの最終審査
が行われました。
　鹿児島県では、県内における起業に向けた機運醸成や事業化を支援することを目的としたビジネスプラン
コンテストを開催しており、当協会は2022年度から「かごしま起業応援団」に登録し、企業賞を提供していま
す。今年度は最終審査に進んだ１４名のうち、「耕作放棄地を活用したミード（蜂蜜酒）の製造販売事業」の確立
を目指す「戸田　京介」氏を鹿児島県信用保証協会賞に決定しました。コンテスト全体の優秀賞も授与された
同氏に、今回お話を伺いました。

令和5年度 鹿児島県
ビジネスプランコンテスト
R5 Kagoshima Pref. Business Plan Contest

優秀賞
鹿児島県

信用保証協会賞
受受 賞賞

戸田京介氏のプロフィール
　埼玉県戸田市出身。
　発酵に興味を持ち、都内の大学の生命理工学科で学ぶ。
　酒造りの道に進み、(株 )WAKAZE に入社。三軒茶屋
醸造所の製造責任者として商品開発から製造管理まで担
当。
　知人から紹介されたいちき串木野市にある ( 有 ) 白石
酒造の原料栽培に拘った酒造りに惚れ込み、前職を退社。
　令和５年に、いちき串木野市へ移住。( 有 ) 白石酒造
にて芋焼酎の有機栽培から醸造までを学び現在に至る。

Q.今回のプランについて概要を教えてください。
　焼酎の消費量停滞や過疎化・高齢化による耕作放棄地
の増加といった地域の課題解決に向けて、消費トレンド
の変化や健康志向の高まりに着目し、醸造経験のある蜂
蜜を発酵させたお酒（ミード）の製造販売を行っていき
ます。
　ナチュラルワインに代表されるように自然に回帰した
ものづくりの需要は年々上昇しており、また、クラフト
ビールのように画一的な商品から多様なものへと消費も
変化しつつあります。
　これまで、ミードを醸造し販路開拓してきて手応えも
感じており、放棄地を活かして、都市圏での消費を踏ま
えた事業を行うことで、付加価値をもたせた事業を行い、
地域の活性化に貢献したいと思います。

「ビジネスプランコンテスト」とは？

「かごしま起業応援団」について

　鹿児島県内において、起業の予定、または新規ビジネスプランを有する方（高校生・大学生
等を含む）を対象とし、「新規性及び成長性がある事業」または「地域課題の解決に資する事業」
について実現可能性が高いビジネスプランを募集。最終審査でファイナリストに選出された事
業については、賞金等の他、翌年度以降の事業化について県補助金の支援が受けられます。

　官・民が連携した企業支援の取組を推進するため、コンテストの趣旨に賛同した企業が登録し、
協力する取組です。
　コンテストの周知や広報、ビジネスプランに関するアドバイス、資金調達方法の提案等、各
企業の取組に応じて、応募者に様々な支援を行います。

Q. 今後の事業展開や夢を教えてください。
　まずは醸造所を作り製造を行っていきます。
　蜂蜜は以前の取引先であった県外の養蜂場から仕入れるほか、鹿児島の養蜂場とも取引を開始する予
定です。
　ブランド価値を高めるため、アウトドアブランドとの共同イベントや地方リゾート施設とのタイアッ
プなどを目指します。
　耕作放棄地では、将来的には自身で蜜源となる果樹を栽培しながら、その果実を使ってお酒を造るこ
とも可能です。ミード事業を成長させ、養蜂家の支援や、収穫の際には地域高齢者の雇用を創出できる
ような取組みを行っていきたいと考えています。
　お酒づくりを通じて地域や環境の課題を解決できる可能性があると同時に、自身のお酒にとっても最
大の付加価値になると考えています。

〔保証協会より一言〕
　鹿児島の伝統的な地域資源である「焼酎」と「蜂蜜」を利用して、わが国でも希少性の高い新しい「ミード」を製
造販売し、それを都市部の消費者に訴求するというビジネスモデルは、本来の資源に付加価値を付けて感度の
高い若者や女性などの市場を対象にするという点で、戦略的であり、将来性を感じ「協会賞」に決定いたしまし
た。

コンテスト優秀賞及び当協会賞を受賞された戸田京介さん

【本事業の概要】

・地域自然を再生させ、地域資源がそのまま付加価値となるようなお酒づくりを掲げます。そうすること
で景観や獣害対策だけでなく、養蜂家支援、農家支援を目指し地域に循環する産業を構築します。

・ウェルネス市場の成長に注目し、無農薬での原料生産や無添加でのお酒づくりをおこない、アウトドア
など自然において、非日常的な利用を提案することで人にも自然にも良い存在となるプロダクトを目
指します。

ミード

【地域】
資源価値の創造
養蜂家支援

【都市部】
ウェルネス

里山再生モデル
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▲鹿児島県信用保証協会賞受賞者の紹介記事を保証月報 3月号で掲載

令和3年度 令和4年度 前年比（%） 年間計画比（％）
企業訪問回数 60 60 100.0 85.7

補
助
金
事
業

　経営診断 5 6 120.0 75.0
　計画策定支援 7 11 157.1 137.5
　創業支援 7 2 28.6 20.0
　事業承継支援 1 1 100.0 25.0

３分野 分野ごとの課題解決に係る当協会の取組

経済分野

・雇用所得の創出
・観光
・新産業
・産官学連携

信用保証と経営支援を通じた地域経済に貢献する取組

　１．信用保証を通じた経営支援
　　　①中小企業者等の多様な資金ニーズを踏まえた金融支援
　　　②自然災害やパンデミック発生時のセーフティネット機能の発揮
　２．経営支援
　　　経営改善支援連絡会議（通称：ゼロプロ）や専門家派遣の活用、及び中小企業活

性化協議会やよろず支援拠点との連携協定による経営支援
　３．創業支援・事業承継支援
　　　①創業前から創業後のフォローアップまで一貫したサポート支援、鹿児島県ビジ

ネスプランコンテストの協賛
　　　②支援機関や専門家と連携した事業承継支援

社会分野

・防災
・子育て、教育
・健康・医療　等

地域社会の課題解決に貢献する取組

　１．働き方改革の推進
　　　一般事業主行動計画（ノー残業デーの実施、有給休暇取得日数目標の達成、男性

職員の育児休業取得の推進）の実施等によるワークライフバランス（仕事へのや
りがいや充実感の醸成と子育てや介護・自己啓発など職員のプライベートの充実）
を推進

　２．リスク管理体制の強化（BCP訓練、防災訓練、セキュリティ強化）
　３．大学等での講義やインターンシップの実施（金融リテラシーや創業機運の醸成）
　４．スポーツ応援団体としてのスポーツ行事への協賛や共済、地域催事等への協賛

環境分野

・低炭素・省エネ
・水・大気
・自然環境
・生物多様性
・3R　　　　等

環境問題の課題解決に貢献する取組

　１．業務のペーパーレス化（保証受付や保証書等の電子化やペーパーレス会議）の導
入、再生紙など環境に配慮した素材の利用

　２．①環境負荷軽減に向けた省資源・省エネルギーなどのエコ活動の推進
　　　②グリーンオフィス鹿児島を意識した社内ルールの実施による省エネ活動や通年

ノーネクタイの実施等

保証制度名 制度の特徴

令和５年度実績
件数 金額 構成比

（件） （百万円） (％ ) (％ )

全
国
統
一
制
度

伴走支援型
特別保証制度

新型コロナの影響を受けた中
小企業者の資金繰り円滑化を
図るとともに，金融機関が継続
的な伴走型支援を実施し，事業
者の経営安定や生産性等の向
上を図る

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.2％～1.15％（国補助後）
・令和６年３月末まで

25 1,029 0.7 1.8

県
制
度
伴走支援型
借換支援資金

国の「伴走支援型特別保証制度」
の県制度版

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.1％～0.51％
　（国に加え県の補助あり）
・令和6年3月末まで

1,285 30,759 29.4 51.9

経保ガイドライン 経保を不要とした保証
合計

BK連携 財務 担保 SSS 保証 国補助（※）
令和５年度 45 １ １ 11 121 179

業　種 支援対象企業
製造業 ３
建設業 ４
卸売業 ７
小売業 ７
飲食業 ４

運輸倉庫業 １
旅客運送業 ０

サービス業 ６
宿泊業 １

不動産業 ０
その他の産業（※） １

合　計 29

本業支援内容 支援回数

計画策定等

経営診断 ７
経営改善計画 ５
生産性向上計画 ０
その他（収益力改善計画等） ０

販路拡大、新規取引先の開拓 23
新商品の開発 ０
新分野進出、業種転換 ０
経費見直し、経営合理化（DX） ５
人材育成 ２
補助金申請支援 ０
その他（※） ３

合　計 45

保証制度名 制度の特徴

令和５年度実績
件数 金額 構成比

（件） （百万円） (％ ) (％ )

全
国
統
一
制
度

伴走支援型
特別保証制度

新型コロナの影響を受けた中
小企業者の資金繰り円滑化を
図るとともに，金融機関が継続
的な伴走型支援を実施し，事業
者の経営安定や生産性等の向
上を図る

・ゼロゼロ融資の借換え可能
・保証料は年0.2％～1.15％（国補助後）
・令和６年３月末まで

25 1,029 0.7 1.8

県
制
度
伴走支援型
借換支援資金

国の「伴走支援型特別保証制度」
の県制度版
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【創業資金の保証承諾状況】 （単位：件、百万円、％）

令和5年度実績 前年比 年間計画比
件　数 186 88.6 97.9
金　額 815 87.8 90.5

【創業者支援セミナーの実績】
■　開催日：令和5年10月10日（火）
■　第一部「お金のブロックパズル®でつくる、利益倍増戦略」
　　　　　　講師：明快マネジメント研究所
                          代表 二木宏造 氏
　　第二部「当協会による創業支援の取組について」
■　セミナー参加者 19名 ( うち個別相談者１名 )

【創業支援後のフォローアップ状況】 （単位：件、％）
令和5年度実績 前年比 年間計画比

回 数 100 100.0 100.0
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　的確でスピーディーな保証審査業務を行うため、審査事務手続きの見直しなどを行い、事業者や金融
機関等が保証を利用しやすい環境づくりに努めました。

＜保証申込手続きの電子化＞
　令和６年３月から１金融機関との間で、信用保証協会電子受付システムを活用した「保証申込手続きの
電子化」の運用を開始しました。

＜信用保証書の電子化＞
　令和３年４月から「電子保証書交付サービス」の取扱いを開始し、令和５年度は新たに３金融機関が
導入しました。

利用者目線に立った事務効率化への取組

　大学等の教育機関と連携して、創業マインドの醸成や信用保証協会の役割の周知を目的とした講義や
インターンシップを実施いたしました。

■大学等での出張講義実績
　令和 5年 12月 21日　志學館大学　     受講者 22名　
　令和 6年１月 19日　  鹿児島国際大学  受講者 55名　合計 77名

■インターンシップの実施状況
　令和 6年 1月 12日　1DAY仕事体験（Web方式）　受講者 2 名
　令和 6年 1月 24日　1DAY仕事体験（対面方式）    受講者 3 名
　令和 6年 2月 13日　1DAY仕事体験（Web方式） 受講者 7 名
　令和 6年 2月 22日　1DAY仕事体験（対面方式）　 受講者10名

大学等への出張講座やインターンシップを実施

▲インターンシップ　１DAY仕事体験の様子▲

▲鹿児島国際大学での出張講義の様子▲

　鹿児島県に拠点を構える公的機関として、地域のスポーツを応援することで本県におけるスポーツ振興
や地域活性化を推進する活動を行っています。当協会の以下のような活動が認められ、令和４年６月 20
日付で県から「かごしまスポーツ応援団体」として認定されています。

　１　かごしま国体・かごしま大会へボランティアとして参加
令和 5 年 10 月 7 日から開催された「かごしま国体・大会」に協賛し、職員から募集した 24 名が
運営ボランティアとして参加し活動を行いました。

　２　鹿児島ユナイテッドFCとのスポンサー契約
　　　県内に本拠地を置き「鹿児島をもっとひとつに」という理念のもと、オール鹿児島で地域を盛り
上げようとするクラブの活動に共感、賛同し、JFL リーグに参戦した平成 26 年から協賛し、応援し
ています。

　　　令和５年８月１９日には鹿児島ユナイテッド FC のホームゲームにおいて、小学生等を対象にした工
作ブース「プラバンでキーホルダーをつくろう！」を出展し、楽しい時間を提供することができました。

　３　鹿児島ギャランティカップの共催
　　　令和 5 年 7 月 9 日に「第８回 Kagoshima Guarantee Cupフットサル大会」を開催しました。　
　金融機関等から 300 名近い方にご参加いただき、一般クラスとフレンドリークラスの２部構成で
リーグ戦並びにトーナメント形式による試合を１日かけて行い、親交を深めました。

かごしまスポーツ応援団体としての取組

▲大勢の方にご来店いただいた当協会ブース▲

一般クラス 優勝
　三井住友銀行

フレンドリークラス 優勝
宮崎銀行

保証申込手続きの電子化導入金融機関
令和６年３月 宮崎銀行（一部店舗）

電子保証書交付サービス導入金融機関

令和３年度 鹿児島銀行、南日本銀行、鹿児島信用金庫、鹿児島相互信用金庫、
鹿児島興業信用組合、奄美大島信用金庫、奄美信用組合

令和４年度 宮崎銀行、宮崎太陽銀行、西日本シティ銀行、商工組合中央金庫
令和５年度 みずほ銀行、福岡銀行、熊本銀行

保証申込手続きの電子化導入金融機関
令和６年３月 宮崎銀行（一部店舗）

電子保証書交付サービス導入金融機関

令和３年度 鹿児島銀行、南日本銀行、鹿児島信用金庫、鹿児島相互信用金庫、
鹿児島興業信用組合、奄美大島信用金庫、奄美信用組合

令和４年度 宮崎銀行、宮崎太陽銀行、西日本シティ銀行、商工組合中央金庫
令和５年度 みずほ銀行、福岡銀行、熊本銀行
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マスメディアの活用

保証月報の発刊

ホームページの活用

LINEでの情報配信

　当協会では、より多くの中小企業者の皆さまに「信用保証」や「経営支援の取組み」等、当協会の取組
について理解を深めていただくために、様々な広報活動を行っています。

当協会の事業実績や取組内容について、新聞やマスメデイアに対しプレス
リリースや関係機関の広報誌における広告掲載を積極的に行っています。

情報誌として月次で発刊する「保証月報」では、制度創設・改正、統計データ等についてタイムリーに情報
開示を行うとともに、「ギャランティー通信」コーナーで職員紹介を行う等、皆さまに親しまれる広報誌作成
に努めています。

パンフレットの作成
鹿児島県制度融資や協会保証制度等を一覧にした「信用保証制度のご案内」や、各種パンフレットを
作成しています。

JR鹿児島中央駅に設置されてい
るデジタルサイネージを使用して、
下記の広告を実施しました。

ホームページでは、保証制度や金融支援に関
する情報、イベント／セミナーに関する情報等、
さまざまな当協会の取組を幅広く掲載してい
るほか、「保証料シミュレーション」等、便利な
ツールも利用できます。 ホームページアドレス　https://www.kagoshima-cgc.or.jp

6月
伴走支援型借換支援資金
（在来線改札横）

11月
スタートアップ創出
促進保証制度
（新幹線改札内）

3月
職員採用募集掲示
（新幹線改札内）

デジタルサイネージ広告を実施

▲克灰袋デザイン文具
　（西日本印刷様）

▲オーシャンプラスチックボールペン
　（株式会社しんぷく様）

ノベルティの活用
令和元年度から県のかごしまの新特産品コンクールに協賛し、そ
の受賞作品の中からノベルティを選定しています。令和５年度のノベ
ルティには、西日本印刷　植村秀一様の「克灰袋デザイン文具」
(2022年度県観光連盟会長賞)を採択しました。桜島の灰を捨てる
ための専用袋をイメージした文具セットに、当協会のロゴ等のシー
ルを貼ったノベルティを作製いただきました。
また、鹿児島市内の文具店株式会社しんぷく様には、海のプラス
チックごみから作られたオーシャンプラスチックボールペンのノベル
ティを作製いただきました。
いずれのグッズも大変好評をいただいており、今後も県産品から
様々なノベルティを作製していきます。

鹿児島県中小企業団体中央会 「中小企業かごしま」（令和5年12月号掲載） ニッキンオンライン
（令和6年3月19日付）

令和5年6月
　（県）伴走支援型借換支援資金
令和5年11月
　スタートアップ創出促進保証制度
令和6年3月
　令和７年４月採用職員募集

LINE公式
アカウント
最新情報や経営支
援に役立つ情報を
配信中!

LINEのメッセージ配信機能と投稿機能を使用し、制度案内、
各種セミナー情報等、多岐にわたる情報を配信しています。
定期的な友だち登録キャンペーン等を継続的に行っており、
LINE登録者は徐々に増え、令和6年3月末で2,242名（前年度
末より約190名増加）となりました。
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さまざまな当協会の取組を幅広く掲載してい
るほか、「保証料シミュレーション」等、便利な
ツールも利用できます。 ホームページアドレス　https://www.kagoshima-cgc.or.jp

6月
伴走支援型借換支援資金
（在来線改札横）

11月
スタートアップ創出
促進保証制度
（新幹線改札内）

3月
職員採用募集掲示
（新幹線改札内）

デジタルサイネージ広告を実施

▲克灰袋デザイン文具
　（西日本印刷様）

▲オーシャンプラスチックボールペン
　（株式会社しんぷく様）

ノベルティの活用
令和元年度から県のかごしまの新特産品コンクールに協賛し、そ
の受賞作品の中からノベルティを選定しています。令和５年度のノベ
ルティには、西日本印刷　植村秀一様の「克灰袋デザイン文具」
(2022年度県観光連盟会長賞)を採択しました。桜島の灰を捨てる
ための専用袋をイメージした文具セットに、当協会のロゴ等のシー
ルを貼ったノベルティを作製いただきました。
また、鹿児島市内の文具店株式会社しんぷく様には、海のプラス
チックごみから作られたオーシャンプラスチックボールペンのノベル
ティを作製いただきました。
いずれのグッズも大変好評をいただいており、今後も県産品から
様々なノベルティを作製していきます。

鹿児島県中小企業団体中央会 「中小企業かごしま」（令和5年12月号掲載） ニッキンオンライン
（令和6年3月19日付）

令和5年6月
　（県）伴走支援型借換支援資金
令和5年11月
　スタートアップ創出促進保証制度
令和6年3月
　令和７年４月採用職員募集

LINE公式
アカウント
最新情報や経営支
援に役立つ情報を
配信中!

LINEのメッセージ配信機能と投稿機能を使用し、制度案内、
各種セミナー情報等、多岐にわたる情報を配信しています。
定期的な友だち登録キャンペーン等を継続的に行っており、
LINE登録者は徐々に増え、令和6年3月末で2,242名（前年度
末より約190名増加）となりました。
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 事業実績 事業実績 事業実績 事業実績 事業実績 事業実績（１）（１）（１）（１）（１）（１）事業実績（１）令和5年度

令和５年度の保証承諾は、伴走支援型借換支援資金の利用の進展などに伴い、前年度比110.5％（計画
比73.1％）の約592億円となりました。
　これを保証制度別でみると、県制度404億円（構成比68.2％）、協会制度が142億円（23.9％）、鹿児島市
制度46億円（7.8％）となりました。また、業種別でみると、建設業が194億円（構成比32.7％）と最も多く，
次いで飲食業を含む小売業が121億円（20.4％）、サービス業が92億円（15.5％）などとなっています。
　なお、保証承諾は増加したものの、ゼロゼロ融資の元金返済の大半が令和5年度までに開始したことか
ら、保証債務残高は前年度比84.1％（計画比95.2％）の約2,371億円となりました。
　代位弁済については、これまでの資金繰り支援効果や条件変更への弾力的な対応などにより比較的落ち
着いて推移しているものの、原材料等の価格高騰化などもあり、前年度より5億円増加し、29億円（計画比
75.4％）となりました。
　求償権の回収は，有担保求償権の減少、法的措置による債務整理案件の増加等により、引き続き厳しい
環境にあるものの、前年度比130.2％（計画比113.1％）の5.9億円となりました。

保
証
承
諾

保
証
債
務
残
高

代
位
弁
済

求
償
権
回
収

（億円） （千件）

（億円） （千件）

（億円）

（億円）

（千件）

製造業
11.1%

建設業
32.7%

卸売業
11.2%

小売業
20.4%

運輸倉庫業
4.3%

サービス業
15.5%

不動産業 3.0% その他 1.8%

製造業
13.2%

建設業
26.8%

卸売業
10.6%

小売業
21.1%

運輸倉庫業
4.8%

サービス業
18.3%

不動産業 3.4% その他 1.8%

製造業
12.6%

建設業
27.2%

卸売業
13.0%

小売業
29.7%

運輸
倉庫業
5.0%

サービス業
11.8%

不動産業 0.6% その他 0.1%

区　分 件　数 金　額 前年度比 構成比
製 造 業 468 6,545 103.1 11.1
建 設 業 1,412 19,381 131.0 32.7
卸 売 業 332 6,624 113.7 11.2
小 売 業 1,010 12,095 92.7 20.4
運輸倉庫業 140 2,530 84.8 4.3
サービス業 805 9,173 87.2 15.5
不 動 産 業 117 1,761 126.1 3.0
そ の 他 77 1,076 140.4 1.8
合　計 4,361 59,185 107.4 100.0

区　分 件　数 金　額 前年度比 構成比
製 造 業 2,766 31,307 97.7 13.2
建 設 業 6,317 63,540 101.7 26.8
卸 売 業 1,800 25,214 98.9 10.6
小 売 業 6,463 49,953 97.3 21.1
運輸倉庫業 787 11,426 101.2 4.8
サービス業 5,276 43,403 98.7 18.3
不 動 産 業 805 8,107 102.5 3.4
そ の 他 467 4,192 98.2 1.8
合　計 24,681 237,141 99.3 100.0

区　分 件　数 金　額 前年度比 構成比
製 造 業 18 362 188.4 12.6
建 設 業 122 778 191.1 27.2
卸 売 業 29 373 320.6 13.0
小 売 業 149 851 170.8 29.7
運輸倉庫業 16 142 361.0 5.0
サービス業 65 337 123.7 11.8
不 動 産 業 1 18 18.8 0.6
そ の 他 3 4 251.0 0.1
合　計 403 2,865 178.1 100.0

保証承諾

保証債務残高

代位弁済

（単位：件、百万円、％）

（単位：件、百万円、％）

（単位：件、百万円、％）

令和5年度
金額
構成比

令和5年度
金額
構成比

令和5年度
金額
構成比

業種別実績
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令和５年度の保証承諾は、伴走支援型借換支援資金の利用の進展などに伴い、前年度比110.5％（計画
比73.1％）の約592億円となりました。
　これを保証制度別でみると、県制度404億円（構成比68.2％）、協会制度が142億円（23.9％）、鹿児島市
制度46億円（7.8％）となりました。また、業種別でみると、建設業が194億円（構成比32.7％）と最も多く，
次いで飲食業を含む小売業が121億円（20.4％）、サービス業が92億円（15.5％）などとなっています。
　なお、保証承諾は増加したものの、ゼロゼロ融資の元金返済の大半が令和5年度までに開始したことか
ら、保証債務残高は前年度比84.1％（計画比95.2％）の約2,371億円となりました。
　代位弁済については、これまでの資金繰り支援効果や条件変更への弾力的な対応などにより比較的落ち
着いて推移しているものの、原材料等の価格高騰化などもあり、前年度より5億円増加し、29億円（計画比
75.4％）となりました。
　求償権の回収は，有担保求償権の減少、法的措置による債務整理案件の増加等により、引き続き厳しい
環境にあるものの、前年度比130.2％（計画比113.1％）の5.9億円となりました。
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10.6%

小売業
21.1%

運輸倉庫業
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不動産業 3.4% その他 1.8%

製造業
12.6%

建設業
27.2%

卸売業
13.0%

小売業
29.7%

運輸
倉庫業
5.0%

サービス業
11.8%

不動産業 0.6% その他 0.1%

区　分 件　数 金　額 前年度比 構成比
製 造 業 468 6,545 103.1 11.1
建 設 業 1,412 19,381 131.0 32.7
卸 売 業 332 6,624 113.7 11.2
小 売 業 1,010 12,095 92.7 20.4
運輸倉庫業 140 2,530 84.8 4.3
サービス業 805 9,173 87.2 15.5
不 動 産 業 117 1,761 126.1 3.0
そ の 他 77 1,076 140.4 1.8
合　計 4,361 59,185 107.4 100.0

区　分 件　数 金　額 前年度比 構成比
製 造 業 2,766 31,307 97.7 13.2
建 設 業 6,317 63,540 101.7 26.8
卸 売 業 1,800 25,214 98.9 10.6
小 売 業 6,463 49,953 97.3 21.1
運輸倉庫業 787 11,426 101.2 4.8
サービス業 5,276 43,403 98.7 18.3
不 動 産 業 805 8,107 102.5 3.4
そ の 他 467 4,192 98.2 1.8
合　計 24,681 237,141 99.3 100.0

区　分 件　数 金　額 前年度比 構成比
製 造 業 18 362 188.4 12.6
建 設 業 122 778 191.1 27.2
卸 売 業 29 373 320.6 13.0
小 売 業 149 851 170.8 29.7
運輸倉庫業 16 142 361.0 5.0
サービス業 65 337 123.7 11.8
不 動 産 業 1 18 18.8 0.6
そ の 他 3 4 251.0 0.1
合　計 403 2,865 178.1 100.0
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保証債務残高
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事業実績（２）令和５年度

鹿児島銀行
17.8%

南日本銀行
22.8%

鹿児島
信用金庫
27.1%

鹿児島相互
信用金庫
23.0%

鹿児島興業
信用組合
4.4%

その他金融機関 4.9%

鹿児島銀行
26.2%

南日本銀行
23.0%

鹿児島興業
信用組合
5.4%

その他金融機関 8.4%

鹿児島銀行
14.4%

南日本銀行
25.4%

鹿児島興業
信用組合
9.0%

その他
金融機関
11.4%

区　分 件　数 金　額
前年度比 構成比

鹿 児 島 銀 行 831 10,526 86.1 17.8

南 日 本 銀 行 1,067 13,505 105.5 22.8

鹿児島信用金庫 1,007 16,063 134.0 27.1

鹿児島相互信用金庫 905 13,590 124.0 23.0

鹿児島興業信用組合 375 2,601 97.7 4.4

その他金融機関 176 2,899 98.2 4.9

合　計 4,361 59,185 110.5 100.0

区　分 件　数 金　額
前年度比 構成比

鹿 児 島 銀 行 5,794 62,080 79.5 26.2

南 日 本 銀 行 5,803 54,549 87.0 23.0

鹿児島信用金庫 4,218 41,021 91.1 17.3

鹿児島相互信用金庫 4,979 46,863 85.4 19.8

鹿児島興業信用組合 2,125 12,781 83.6 5.4

その他金融機関 1,762 19,847 76.9 8.4

合　計 24,681 237,141 84.1 100.0

区　分 件　数 金　額
前年度比 構成比

鹿 児 島 銀 行 55 413 119.9 14.4

南 日 本 銀 行 102 729 77.8 25.4

鹿児島信用金庫 95 644 194.6 22.5

鹿児島相互信用金庫 77 494 101.6 17.3

鹿児島興業信用組合 44 259 113.2 9.0

その他金融機関 30 326 310.4 11.4

合　計 403 2,865 117.8 100.0

保証承諾

保証債務残高

代位弁済

（単位：件、百万円、％）

（単位：件、百万円、％）

（単位：件、百万円、％）

令和5年度
金額
構成比

令和5年度
金額
構成比

令和5年度
金額
構成比

鹿児島
信用金庫
17.3%

鹿児島
信用金庫
22.5%

鹿児島相互
信用金庫
19.8%

鹿児島相互
信用金庫
17.3%

その他の保証承諾実績金融機関別実績

協会制度
23.9%

県制度
68.2%

鹿児島市制度
7.8%

500万円以下
10.3%

1,000万円以下
12.2%

3,000万円以下
36.6%

5,000万円以下
23.4%

5,000万円超
17.4%

1年以下6.6%

3年以下 12.1%

5年以下 7.2%

7年以下
19.8%

運転・設備資金 5.4%設備資金
5.6%

運転資金
89.0%

有担保 14.1%

無担保
85.9%

10年以下
51.9%

10年超 2.4%

区分　　 　
年度 R3 R4 R5

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
協 会 制 度 14,408 28.9 14,035 26.2 14,172 23.9
県 制 度 30,725 61.6 35,098 65.5 40,390 68.2
鹿 児 島市制度 4,749 9.5 4,446 8.3 4,623 7.8

合　計 49,882 100.0 53,579 100.0 59,185 100.0

区分　　 　
年度 R3 R4 R5

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
500 万 円 以 下 7,035 14.1 7,652 14.3 6,122 10.3
1,000 万円以下 6,852 13.7 8,221 15.3 7,243 12.2
3,000 万円以下 17,256 34.6 30,391 56.7 21,672 36.6
5,000 万円以下 9,602 19.2 4,085 7.6 13,838 23.4
5,000 万 円 超 9,136 18.3 3,230 6.0 10,310 17.4

合　計 49,882 100.0 53,579 100.0 59,185 100.0
1件当平均保証金額(千円) 11,737 10,512 13,571

区分　　 　
年度 R3 R4 R5

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
1 年 以 下 3,428 6.9 4,175 5.8 3,900 6.6
3 年 以 下 7,850 15.7 7,277 10.1 7,174 12.1
5 年 以 下 3,738 7.5 25,767 35.7 4,236 7.2
7 年 以 下 10,592 21.2 10,592 14.7 11,731 19.8
10 年 以 下 22,902 45.9 22,902 31.8 30,736 51.9
1 0 年 超 1,372 2.8 1,372 1.9 1,407 2.4

合　計 49,882 100.0 72,085 100.0 59,185 100.0
１件当平均保証期間（か月） 94.6 72.6 75.0

区分　　 　
年度 R3 R4 R5

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
運 転 資 金 45,320 90.9 48,479 90.5 52,657 89.0
設 備 資 金 2,479 5.0 3,030 5.7 3,319 5.6
運 転 ・ 設 備 2,083 4.2 2,069 3.9 3,209 5.4

合　計 49,882 100.0 53,579 100.0 59,185 100.0

区分　　 　
年度 R3 R4 R5

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
有 担 保 6,218 12.5 6,185 11.5 8,325 14.1
無 担 保 43,664 87.5 47,394 88.5 50,859 85.9

合　計 49,882 100.0 53,579 100.0 59,185 100.0

制度別保証承諾

金額別保証承諾

期間別保証承諾

資金使途別保証承諾

担保・無担保別保証承諾

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

令和
5年度
構成比

令和
5年度
構成比

令和
5年度
構成比

令和
5年度
構成比

令和
5年度
構成比
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17.8%

南日本銀行
22.8%

鹿児島
信用金庫
27.1%

鹿児島相互
信用金庫
23.0%

鹿児島興業
信用組合
4.4%

その他金融機関 4.9%

鹿児島銀行
26.2%

南日本銀行
23.0%

鹿児島興業
信用組合
5.4%

その他金融機関 8.4%

鹿児島銀行
14.4%

南日本銀行
25.4%

鹿児島興業
信用組合
9.0%

その他
金融機関
11.4%

区　分 件　数 金　額
前年度比 構成比

鹿 児 島 銀 行 831 10,526 86.1 17.8

南 日 本 銀 行 1,067 13,505 105.5 22.8

鹿児島信用金庫 1,007 16,063 134.0 27.1

鹿児島相互信用金庫 905 13,590 124.0 23.0

鹿児島興業信用組合 375 2,601 97.7 4.4

その他金融機関 176 2,899 98.2 4.9

合　計 4,361 59,185 110.5 100.0

区　分 件　数 金　額
前年度比 構成比

鹿 児 島 銀 行 5,794 62,080 79.5 26.2

南 日 本 銀 行 5,803 54,549 87.0 23.0

鹿児島信用金庫 4,218 41,021 91.1 17.3

鹿児島相互信用金庫 4,979 46,863 85.4 19.8

鹿児島興業信用組合 2,125 12,781 83.6 5.4

その他金融機関 1,762 19,847 76.9 8.4

合　計 24,681 237,141 84.1 100.0

区　分 件　数 金　額
前年度比 構成比

鹿 児 島 銀 行 55 413 119.9 14.4

南 日 本 銀 行 102 729 77.8 25.4

鹿児島信用金庫 95 644 194.6 22.5

鹿児島相互信用金庫 77 494 101.6 17.3

鹿児島興業信用組合 44 259 113.2 9.0

その他金融機関 30 326 310.4 11.4

合　計 403 2,865 117.8 100.0

保証承諾

保証債務残高

代位弁済

（単位：件、百万円、％）

（単位：件、百万円、％）

（単位：件、百万円、％）

令和5年度
金額
構成比

令和5年度
金額
構成比

令和5年度
金額
構成比

鹿児島
信用金庫
17.3%

鹿児島
信用金庫
22.5%

鹿児島相互
信用金庫
19.8%

鹿児島相互
信用金庫
17.3%

その他の保証承諾実績金融機関別実績

協会制度
23.9%

県制度
68.2%

鹿児島市制度
7.8%

500万円以下
10.3%

1,000万円以下
12.2%

3,000万円以下
36.6%

5,000万円以下
23.4%

5,000万円超
17.4%

1年以下6.6%

3年以下 12.1%

5年以下 7.2%

7年以下
19.8%

運転・設備資金 5.4%設備資金
5.6%

運転資金
89.0%

有担保 14.1%

無担保
85.9%

10年以下
51.9%

10年超 2.4%

区分　　 　
年度 R3 R4 R5

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
協 会 制 度 14,408 28.9 14,035 26.2 14,172 23.9
県 制 度 30,725 61.6 35,098 65.5 40,390 68.2
鹿 児 島市制度 4,749 9.5 4,446 8.3 4,623 7.8

合　計 49,882 100.0 53,579 100.0 59,185 100.0

区分　　 　
年度 R3 R4 R5

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
500 万 円 以 下 7,035 14.1 7,652 14.3 6,122 10.3
1,000 万円以下 6,852 13.7 8,221 15.3 7,243 12.2
3,000 万円以下 17,256 34.6 30,391 56.7 21,672 36.6
5,000 万円以下 9,602 19.2 4,085 7.6 13,838 23.4
5,000 万 円 超 9,136 18.3 3,230 6.0 10,310 17.4

合　計 49,882 100.0 53,579 100.0 59,185 100.0
1件当平均保証金額(千円) 11,737 10,512 13,571

区分　　 　
年度 R3 R4 R5

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
1 年 以 下 3,428 6.9 4,175 5.8 3,900 6.6
3 年 以 下 7,850 15.7 7,277 10.1 7,174 12.1
5 年 以 下 3,738 7.5 25,767 35.7 4,236 7.2
7 年 以 下 10,592 21.2 10,592 14.7 11,731 19.8
10 年 以 下 22,902 45.9 22,902 31.8 30,736 51.9
1 0 年 超 1,372 2.8 1,372 1.9 1,407 2.4

合　計 49,882 100.0 72,085 100.0 59,185 100.0
１件当平均保証期間（か月） 94.6 72.6 75.0

区分　　 　
年度 R3 R4 R5

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
運 転 資 金 45,320 90.9 48,479 90.5 52,657 89.0
設 備 資 金 2,479 5.0 3,030 5.7 3,319 5.6
運 転 ・ 設 備 2,083 4.2 2,069 3.9 3,209 5.4

合　計 49,882 100.0 53,579 100.0 59,185 100.0

区分　　 　
年度 R3 R4 R5

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
有 担 保 6,218 12.5 6,185 11.5 8,325 14.1
無 担 保 43,664 87.5 47,394 88.5 50,859 85.9

合　計 49,882 100.0 53,579 100.0 59,185 100.0

制度別保証承諾

金額別保証承諾

期間別保証承諾

資金使途別保証承諾

担保・無担保別保証承諾

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

令和
5年度
構成比

令和
5年度
構成比

令和
5年度
構成比

令和
5年度
構成比

令和
5年度
構成比
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貸借対照表 貸借対照表の用語解説（令和６年３月31日現在）

財産目録 （令和６年３月31日現在）

借 方 貸 方
科 目 金 額 科 目 金 額

現 金 0 基 本 財 産 17,187,368,813
現 金 0 基 金 5,789,337,000
小 切 手 0 基 金 準 備 金 11,398,031,813

預 け 金 7,681,960,323 制 度 改 革 促 進 基 金 0
当 座 預 金 0 収 支 差 額 変 動 準 備 金 8,522,770,972
普 通 預 金 2,650,751,775 その他有価証券評価差額金 0
通 知 預 金 0 責 任 準 備 金 1,548,869,132
定 期 預 金 5,020,000,000 求 償 権 償 却 準 備 金 229,869,588
郵 便 貯 金 11,208,548 退 職 給 与 引 当 金 489,856,173

金 銭 信 託 0 損 失 補 償 金 5,772,799,925
有 価 証 券 24,001,973,850 保 証 債 務 237,141,365,503

国 債 0 求 償 権 補 塡 金 0
地 方 債 0 保 険 金 0
社 債 23,999,973,850 損 失 補 償 補 塡 金 0
株 式 2,000,000 借 入 金 0
受 益 証 券 0 長 期 借 入 金 0
新 株 予 約 権 0 （うち日本政策金融公庫分） 0
フ ァ ン ド 出 資 0 短 期 借 入 金 0
譲 渡 性 預 金 0 （うち日本政策金融公庫分） 0
そ の 他 0 収支差額変動準備金造成資金 0

動 産 ・ 不 動 産 1,205,298,970 雑 勘 定 6,342,098,936
事 業 用 不 動 産 1,162,339,690 仮 受 金 2,121,610
事 業 用 動 産 42,959,280 保 険 納 付 金 57,658,640
所 有 動 産 ・ 不 動 産 0 損 失 補 償 納 付 金 4,291,161
建 設 仮 勘 定 0 未 経 過 保 証 料 6,276,877,113

損 失 補 償 金 見 返 5,772,799,925 未 払 保 険 料 1,150,412
保 証 債 務 見 返 237,141,365,503 未 払 費 用 0
求 償 権 812,469,804 有 価 証 券 未 払 金 0
譲 受 債 権 0
雑 勘 定 619,130,667

仮 払 金 260,098
保 証 金 0
厚 生 基 金 67,621,000
連 合 会 勘 定 2,200,099
未 収 利 息 45,956,795
有 価 証 券 未 収 入 金 0
未 経 過 保 険 料 503,092,675
合 計 277,234,999,042 合 計 277,234,999,042

資 産 負 債
科 目 金 額 科 目 金 額

現 金 0 その他有価証券評価差額金 0
預 け 金 7,681,960,323 責 任 準 備 金 1,548,869,132
金 銭 信 託 0 求 償 権 償 却 準 備 金 229,869,588
有 価 証 券 24,001,973,850 退 職 給 与 引 当 金 489,856,173
動 産 ・ 不 動 産 1,205,298,970 損 失 補 償 金 5,772,799,925
損 失 補 償 金 見 返 5,772,799,925 保 証 債 務 237,141,365,503
保 証 債 務 見 返 237,141,365,503 求 償 権 補 塡 金 0
求 償 権 812,469,804 借 入 金 0
譲 受 債 権 0 雑 勘 定 6,342,098,936
雑 勘 定 619,130,667

合 計 277,234,999,042 合 計 251,524,859,257
正 味 財 産 25,710,139,785

（単位：円）

（単位：円）

借 方

預け金

有価証券

不動産等

求償権

未経過保険料

その他

借 方

基本財産

制度改革促進基金

収支差額
変動準備金

責任準備金

求償権償却準備金

退職給与引当金

未経過保証料

未払保険料

その他

有価証券
代位弁済の支払準備資金
として、地方債・社債等
を保有しています。

収支差額変動準備金
収支差額に欠損が生じた
場合や、急激な保証の増
大により、基本財産の増
強が必要となった場合に
は、これを切り崩して、協
会経営が不安定になるこ
とを防ぐことができます。

未経過保証料
受入保証料のうち当該決
算期間の未経過分（次年
度以降に係わる保証料）
を計上しています。

求償権
経理上の求償権は、代位
弁済した金額から回収額、
日本政策金融公庫からの
保険金受領額、損失補償
金受領額、自己償却額を
控除した額です。

未経過保険料
当年度中に日本政策金融
公庫に支払った保険料の
うち、翌事業年度にかか
る部分を計上しています。

 収支報告（1） 収支報告（1） 収支報告（1） 収支報告（1） 収支報告（1） 収支報告（1）収支報告（1）令和5年度

K AGOSHIMA GUARANTEE DISCLOSURE 202425



令
和
５
年
度
収
支
報
告

令
和
５
年
度
収
支
報
告

貸借対照表 貸借対照表の用語解説（令和６年３月31日現在）

財産目録 （令和６年３月31日現在）

借 方 貸 方
科 目 金 額 科 目 金 額

現 金 0 基 本 財 産 17,187,368,813
現 金 0 基 金 5,789,337,000
小 切 手 0 基 金 準 備 金 11,398,031,813

預 け 金 7,681,960,323 制 度 改 革 促 進 基 金 0
当 座 預 金 0 収 支 差 額 変 動 準 備 金 8,522,770,972
普 通 預 金 2,650,751,775 その他有価証券評価差額金 0
通 知 預 金 0 責 任 準 備 金 1,548,869,132
定 期 預 金 5,020,000,000 求 償 権 償 却 準 備 金 229,869,588
郵 便 貯 金 11,208,548 退 職 給 与 引 当 金 489,856,173

金 銭 信 託 0 損 失 補 償 金 5,772,799,925
有 価 証 券 24,001,973,850 保 証 債 務 237,141,365,503

国 債 0 求 償 権 補 塡 金 0
地 方 債 0 保 険 金 0
社 債 23,999,973,850 損 失 補 償 補 塡 金 0
株 式 2,000,000 借 入 金 0
受 益 証 券 0 長 期 借 入 金 0
新 株 予 約 権 0 （うち日本政策金融公庫分） 0
フ ァ ン ド 出 資 0 短 期 借 入 金 0
譲 渡 性 預 金 0 （うち日本政策金融公庫分） 0
そ の 他 0 収支差額変動準備金造成資金 0

動 産 ・ 不 動 産 1,205,298,970 雑 勘 定 6,342,098,936
事 業 用 不 動 産 1,162,339,690 仮 受 金 2,121,610
事 業 用 動 産 42,959,280 保 険 納 付 金 57,658,640
所 有 動 産 ・ 不 動 産 0 損 失 補 償 納 付 金 4,291,161
建 設 仮 勘 定 0 未 経 過 保 証 料 6,276,877,113

損 失 補 償 金 見 返 5,772,799,925 未 払 保 険 料 1,150,412
保 証 債 務 見 返 237,141,365,503 未 払 費 用 0
求 償 権 812,469,804 有 価 証 券 未 払 金 0
譲 受 債 権 0
雑 勘 定 619,130,667

仮 払 金 260,098
保 証 金 0
厚 生 基 金 67,621,000
連 合 会 勘 定 2,200,099
未 収 利 息 45,956,795
有 価 証 券 未 収 入 金 0
未 経 過 保 険 料 503,092,675
合 計 277,234,999,042 合 計 277,234,999,042

資 産 負 債
科 目 金 額 科 目 金 額

現 金 0 その他有価証券評価差額金 0
預 け 金 7,681,960,323 責 任 準 備 金 1,548,869,132
金 銭 信 託 0 求 償 権 償 却 準 備 金 229,869,588
有 価 証 券 24,001,973,850 退 職 給 与 引 当 金 489,856,173
動 産 ・ 不 動 産 1,205,298,970 損 失 補 償 金 5,772,799,925
損 失 補 償 金 見 返 5,772,799,925 保 証 債 務 237,141,365,503
保 証 債 務 見 返 237,141,365,503 求 償 権 補 塡 金 0
求 償 権 812,469,804 借 入 金 0
譲 受 債 権 0 雑 勘 定 6,342,098,936
雑 勘 定 619,130,667

合 計 277,234,999,042 合 計 251,524,859,257
正 味 財 産 25,710,139,785

（単位：円）

（単位：円）

借 方

預け金

有価証券

不動産等

求償権

未経過保険料

その他

借 方

基本財産

制度改革促進基金

収支差額
変動準備金

責任準備金

求償権償却準備金

退職給与引当金

未経過保証料

未払保険料

その他

有価証券
代位弁済の支払準備資金
として、地方債・社債等
を保有しています。

収支差額変動準備金
収支差額に欠損が生じた
場合や、急激な保証の増
大により、基本財産の増
強が必要となった場合に
は、これを切り崩して、協
会経営が不安定になるこ
とを防ぐことができます。

未経過保証料
受入保証料のうち当該決
算期間の未経過分（次年
度以降に係わる保証料）
を計上しています。

求償権
経理上の求償権は、代位
弁済した金額から回収額、
日本政策金融公庫からの
保険金受領額、損失補償
金受領額、自己償却額を
控除した額です。

未経過保険料
当年度中に日本政策金融
公庫に支払った保険料の
うち、翌事業年度にかか
る部分を計上しています。

 収支報告（1） 収支報告（1） 収支報告（1） 収支報告（1） 収支報告（1） 収支報告（1）収支報告（1）令和5年度
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　　　収支報告（2）　　　収支報告（2）　　　収支報告（2）　　　収支報告（2）　　　収支報告（2）　　　収支報告（2）　　　収支報告（2）令和５年度

科 目 金 額
経 常 収 入 3,087,637,793

保 証 料 2,338,479,587
預 け 金 利 息 307,506
有 価 証 券 利 息 配 当 金 278,733,504
調 査 料 0
延 滞 保 証 料 0
損 害 金 15,334,731
事 務 補 助 金 305,989,571
責 任 共 有 負 担 金 138,700,000
雑 収 入 10,092,894

経 常 支 出 2,098,152,458
業 務 費 770,324,844

役 職 員 給 与 407,956,381
退 職 給 与 引 当 金 繰 入 33,994,299
そ の 他 人 件 費 102,033,417
旅 費 1,599,120
事 務 費 54,822,160
賃 借 料 29,459,833
動 産 ・ 不 動 産 償 却 46,102,347
信 用 調 査 費 5,788,381
債 権 管 理 費 21,480,109
指 導 普 及 費 19,653,370
負 担 金 47,435,427

借 入 金 利 息 0
信 用 保 険 料 1,304,442,938
責 任 共 有 負 担 金 納 付 金 0
雑 支 出 23,384,676

経 常 収 支 差 額 989,485,335
経 常 外 収 入 4,607,482,730

償 却 求 償 権 回 収 金 76,535,920
責 任 準 備 金 戻 入 1,795,207,947
求 償 権 償 却 準 備 金 戻 入 206,908,509
求 償 権 補 塡 金 戻 入 2,528,830,354

保 険 金 2,323,332,394
損 失 補 償 補 塡 金 205,497,960

有 価 証 券 評 価 益 0
有 価 証 券 売 却 益 0
補 助 金 0
そ の 他 収 入 0

経 常 外 支 出 4,587,317,143
求 償 権 償 却 2,793,401,352
譲 受 債 権 償 却 0
雑 勘 定 償 却 14,897,568
有 価 証 券 評 価 損 0
有 価 証 券 売 却 損 0
退 職 金 279,500
責 任 準 備 金 繰 入 1,548,869,132
求 償 権 償 却 準 備 金 繰 入 229,869,588
そ の 他 支 出 3

経 常 外 収 支 差 額 20,165,587
制 度 改 革 促 進 基 金 取 崩 額 0
収 支 差 額 変 動 準 備 金 取 崩 額 0
当 期 収 支 差 額 1,009,650,922

収 支 差 額 変 動 準 備 金 繰 入 額 504,000,000
基 本 財 産 繰 入 額 505,650,922
又 は
基 本 財 産 取 崩 額

支 出

業務費

信用保険料

求償権償却

責任準備金
繰入

求償権償却
準備金繰入

その他

当期収支差額

収 入

保証料

預け金利息等

その他

責任準備金
戻入

求償権償却
準備金戻入

求償権
補てん金戻入

その他

信用保険料
日本政策金融公庫へ支払
う信用保険料です。

保証料
決算書上の保証料は、受
入保証料のうち当該決算
期間に対応する額が計上
されています。

預け金利息等
金融機関に対する預け金
の受取利息と、代位弁済
の支払準備資金として保
有している地方債・社債
からの利息配当金です。

求償権補てん金戻入
代位弁済により日本政策
金融公庫から受領した保
険金と地方公共団体等か
ら受領した損失補償金か
らなっています。

求償権償却
年度末求償権のうち法的
整理の結果、回収不能と
なって償却した求償権や
当年度受領した保険金相
当額等を計上しています。

責任準備金繰入
景気変動等により代位弁
済が想定以上に増加した
場合の備えとして、保証
債務残高等に対して一定
の割合を積み立てていま
す。

求償権償却準備金繰入
協会資産の健全性を保つ
ことから、求償権の回収
不能額を見積もって一定
の割合を積み立てていま
す。

当期収支差額
半額を基本財産に組入
れ、当協会が健全な経営
を行い、公共的使命を果
たしていくうえで、必要不
可欠な基本財産の充実に
当てています。

経
常
支
出 経

常
収
入

経
常
外
支
出

経
常
外
収
入

収支計算書 収支計算書の用語解説（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）
（単位：円）
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険金と地方公共団体等か
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らなっています。
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整理の結果、回収不能と
なって償却した求償権や
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責任準備金繰入
景気変動等により代位弁
済が想定以上に増加した
場合の備えとして、保証
債務残高等に対して一定
の割合を積み立てていま
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ことから、求償権の回収
不能額を見積もって一定
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れ、当協会が健全な経営
を行い、公共的使命を果
たしていくうえで、必要不
可欠な基本財産の充実に
当てています。

経
常
支
出 経

常
収
入

経
常
外
支
出

経
常
外
収
入

収支計算書 収支計算書の用語解説（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）
（単位：円）
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鹿児島県信用保証協会倫理憲章

コンプライアンス組織体制図

コンプライアンス態勢コンプライアンス態勢コンプライアンス態勢コンプライアンス態勢コンプライアンス態勢コンプライアンス態勢コンプライアンス態勢
　当協会は、公共的使命と社会的責任の重みを常に認識し、社会からの揺るぎない信頼の確立を図るた
め、コンプライアンスの実践に積極的に取り組んでいます。
　当協会のコンプライアンスは、「法令等の遵守」と定義付け、実践に係る基本方針として「鹿児島県信用保
証協会倫理憲章」を制定し、コンプライアンスの推進のため、コンプライアンス委員会を中心とした組織体
制を整えています。
　また、反社会的勢力や不正利用者に対して関係機関と連携し、断固とした姿勢で臨み、適正な信用保証
に努めています。

信用保証協会の公共性と社会的責任
●信用保証協会の公共性と社会的責任の重みを常に認識し、健全な業務運営を通じて信頼の確立を図
ります。

質の高い信用保証サービス
●経営の効率化に努め、創意と工夫を活かした質の高い信用保証サービスの提供を通じて、地域経済の
発展に貢献します。

法令やルールの厳格な遵守
●あらゆる法令やルールを厳格に遵守し、社会的規範にもとることのない誠実かつ公正な事業活動を
遂行します。

反社会的勢力との対決
●市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは、断固として対決します。

地域社会に対する貢献
●広く住民とのコミュニケーションを図りながら地域社会への貢献に努めます。

理　事　会

会　　長

コンプライアンス委員会調査室

コンプライアンス統括部署
（総務部企画情報課）

コンプライアンス担当者（各部長）

職　　員　　等

監　事 顧問弁護士等

報告・連絡・相談 指示 調査・チェック

基
本
財
産

基本財産基本財産基本財産基本財産基本財産基本財産基本財産
基本財産とは
　基本財産とは、一般企業の資本金に相当するもので、信用保証協会が引き受けた保証債務の最終担保
的な性格があります。当協会が引き受ける保証債務の最高限度額は、定款により基本財産の42.8倍（定款
倍率）となっています。

基本財産の構成

基本財産の内訳

　基本財産は、①基金、②基金準備金で構成されています。
　①　基金は、地方公共団体や金融機関からの出えん金と負担金で構成されています。
②　基金準備金は、毎年事業年度決算における収支差額のうち、基金準備金として繰り入れた累計で、
信用保証協会の自己資金造成資金です。

基本財産　171億8,736万円

57億8,933万円

44億0,733万円

13億8,200万円

113億9,803万円

出えん金

金融機関等負担金

②　基金準備金

①　基金

①基金
　57.8億円
　（33.7%）

②基金準備金
　113.9億円　
　（66.3%）

(令和6年3月末現在)
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証協会倫理憲章」を制定し、コンプライアンスの推進のため、コンプライアンス委員会を中心とした組織体
制を整えています。
　また、反社会的勢力や不正利用者に対して関係機関と連携し、断固とした姿勢で臨み、適正な信用保証
に努めています。

信用保証協会の公共性と社会的責任
●信用保証協会の公共性と社会的責任の重みを常に認識し、健全な業務運営を通じて信頼の確立を図
ります。

質の高い信用保証サービス
●経営の効率化に努め、創意と工夫を活かした質の高い信用保証サービスの提供を通じて、地域経済の
発展に貢献します。

法令やルールの厳格な遵守
●あらゆる法令やルールを厳格に遵守し、社会的規範にもとることのない誠実かつ公正な事業活動を
遂行します。

反社会的勢力との対決
●市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは、断固として対決します。

地域社会に対する貢献
●広く住民とのコミュニケーションを図りながら地域社会への貢献に努めます。

理　事　会
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コンプライアンス委員会調査室

コンプライアンス統括部署
（総務部企画情報課）
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　基本財産とは、一般企業の資本金に相当するもので、信用保証協会が引き受けた保証債務の最終担保
的な性格があります。当協会が引き受ける保証債務の最高限度額は、定款により基本財産の42.8倍（定款
倍率）となっています。

基本財産の構成

基本財産の内訳

　基本財産は、①基金、②基金準備金で構成されています。
　①　基金は、地方公共団体や金融機関からの出えん金と負担金で構成されています。
②　基金準備金は、毎年事業年度決算における収支差額のうち、基金準備金として繰り入れた累計で、
信用保証協会の自己資金造成資金です。

基本財産　171億8,736万円
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44億0,733万円

13億8,200万円

113億9,803万円
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個人情報保護宣言個人情報保護宣言個人情報保護宣言個人情報保護宣言個人情報保護宣言個人情報保護宣言個人情報保護宣言
収支計算書　鹿児島県信用保証協会は信用保証協会法（昭和28．8．10法律第196号）に基づく法人であり、中小企
業者等の皆様が金融機関から貸付等を受けるについて、貸付金等の債務を保証することを主たる業務とし
ており、信用保証協会の制度の確立をもって中小企業者等の皆様に対する金融の円滑化を図ることを目的
としております。
　業務上、お客様の個人情報を取得・利用等をさせていただくことになりますが、お客様の個人情報の取
扱いについて以下の方針で取り組み、適正な個人情報の保護に努めてまいります。

⑴個人情報に関する法令等の遵守
　当協会は個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）などの法令及びガイドライン等を遵
守して、お客様の個人情報を取り扱います。

⑵個人情報の取得・利用・提供
●当協会では、信用保証業務の適切な運営の遂行のためにお客様の個人情報を適正に取得し、利用し
ます。なお、利用目的の詳細につきましては当協会ホームページの「個人情報保護法に基づく公表事項
に関するご案内」の１．「当協会が取り扱う個人情報の利用目的」に公表しておりますのでご覧くださ
い。
●取得したお客様の個人情報は、法令等に定める一定の場合を除き、上記記載の利用目的以外には使
用いたしません。
●取得したお客様の個人情報は、法令等に定める一定の場合を除き、お客様の同意を得ないで第三者
には提供・開示しません。
●お客様の本籍地等の業務上知り得た公表されていない情報を、適切な業務の運営の確保その他必要
と認められる目的以外の目的には使用いたしません。

⑶個人データの適正管理
　お客様の個人データについて、組織的・人的・物理的・技術的安全措置を継続的に見直し、お客様の個
人データの取扱いが適正に行われるように定期的に点検するとともに、個人情報保護への取り組みを
見直します。安全管理措置の主な内容につきましては、当協会ホームページの「個人情報保護法に基づく
公表事項等に関するご案内」の９．「保有個人データの安全管理措置に関する事項」に公表しております
のでご覧ください。

⑷個人情報保護の維持・改善
　当協会は、お客様の個人情報の取扱いが適正に行われるように定期的に点検するとともに、個人情報
保護への取り組みを見直します。

⑸個人データの委託
●当協会は、個人情報保護法第27条第５項第１号の規定に基づき個人データに関する取扱いを外部に
委託する場合があります。
●委託する場合には適正な取扱いを確保するため契約の締結、実施状況の点検などを行います。

⑹保有個人データ等の開示・利用目的の通知
●法令等に定める一定の場合を除き、お客様は、当協会が保有するお客様ご自身の個人データ等の開
示及びその利用目的の通知を求めることができます。
●請求の方法は当協会窓口に備置してある個人情報開示請求書に所定の事項を記載のうえ、ご本人確
認書類を添付して当協会窓口に持参（または郵送）ください。

⑺保有個人データ内容の訂正等、利用停止等、第三者提供の停止
●当協会が保有する個人データについて、内容の訂正・追加・削除、利用停止、消去又は第三者提供の
停止のご要望がある場合は、下記の窓口にご連絡ください。調査確認のうえ、法令等に定める一定の
場合を除き、ご対応いたします。
●⑹⑺の具体的な手続につきましては、当協会ホームページの「個人情報保護法に基づく公表事項等に
関するご案内」の８．⑶「開示等の請求等に応じる手続等に関する事項」をご覧ください。

⑻質問・苦情について
　当協会は、お客様からの個人情報に関する質問・苦情について適切かつ迅速に取り組みます。

⑼開示・利用目的の通知・内容の訂正等・利用停止等・第三者提供の停止・安全管理措置・
相談・質問・苦情窓口
　当協会における個人情報等に関する各種のお問い合わせの窓口は以下のとおりです。

住　　所 〒892-0846 鹿児島市加治屋町14番３号

電話番号 ０９９－２２３－０２７３

部 署 名 総　務　部
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に関するご案内」の１．「当協会が取り扱う個人情報の利用目的」に公表しておりますのでご覧くださ
い。
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示及びその利用目的の通知を求めることができます。
●請求の方法は当協会窓口に備置してある個人情報開示請求書に所定の事項を記載のうえ、ご本人確
認書類を添付して当協会窓口に持参（または郵送）ください。

⑺保有個人データ内容の訂正等、利用停止等、第三者提供の停止
●当協会が保有する個人データについて、内容の訂正・追加・削除、利用停止、消去又は第三者提供の
停止のご要望がある場合は、下記の窓口にご連絡ください。調査確認のうえ、法令等に定める一定の
場合を除き、ご対応いたします。
●⑹⑺の具体的な手続につきましては、当協会ホームページの「個人情報保護法に基づく公表事項等に
関するご案内」の８．⑶「開示等の請求等に応じる手続等に関する事項」をご覧ください。

⑻質問・苦情について
　当協会は、お客様からの個人情報に関する質問・苦情について適切かつ迅速に取り組みます。

⑼開示・利用目的の通知・内容の訂正等・利用停止等・第三者提供の停止・安全管理措置・
相談・質問・苦情窓口
　当協会における個人情報等に関する各種のお問い合わせの窓口は以下のとおりです。
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部 署 名 総　務　部
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役員 （令和6年7月6日現在） 機構図 （令和6年4月1日現在）

経営相談班

経営支援課

管理課

保証第二課

保証第一課

保証事務課

企画情報課

総務課

総務部

保証部

経営支援部

管理部

調査室

常
勤
役
員

理

事

会

監

事

お問い合わせ窓口

アクセス

〒892-0846
鹿児島県鹿児島市加治屋町14-3

［5階］　総務部
［4階］　管理部
［3階］　経営支援部
［2階］　保証部

●市電 .........「高見馬場」電停下車　徒歩2分
●バス..........「加治屋町」バス停下車　徒歩3分

※お車でお越しの際は、1階お客様駐車場をご利用ください。

鹿児島県
信用保証協会

●宮崎太陽銀行 二
官
橋
通
り

中央ビル●石油スタンド●
高見馬場電停

←
鹿児島中央駅
方面

天文館方面→

加治屋町電停
アイムビル
●

鹿児島
中央高校

21

20

3

会 長 川 野 　 敏 彦

専務理事 前 田 　 洋 一

常務理事 南 　 　 明 彦

理 事 北 村 　 貴 志
鹿児島県商工労働水産部長

理 事 新小田　洋子
鹿児島市産業局長

理 事 小 正 　 芳 史
鹿児島県中小企業団体中央会会長

理 事 森 　 　 義 久
鹿児島県商工会連合会会長

理 事 岩崎　芳太郎
鹿児島商工会議所会頭

理 事 郡 山 　 明 久
鹿児島銀行取締役頭取

理 事 田 中 　 暁 爾
南日本銀行取締役頭取

理 事 永 倉 　 悦 雄
鹿児島相互信用金庫理事長

理 事 市 川 　 博 海
鹿児島信用金庫理事長

理 事 滿 田 　 　 學
鹿児島興業信用組合理事長

監 事 相 星 明 宏

監 事 永 野 和 行
鹿児島県町村会副会長（肝付町長）

監 事 大 薗 　 　 豊
税理士

部署名 主な業務内容 電話番号 FAX番号
保証部（代表） 099-223-0271

099-222-1093
保証事務課 信用保証申込受付、信用保証書発行 099-210-7365
保証第一課 保証審査 099-210-7362

保証第二課 ①保証審査　②保証審査（創業） ①099-210-7364
②099-210-7367

経営支援部（代表） 099-223-0274

099-210-7397経営支援課 条件変更審査、経営支援・再生支援、
期中管理、事故報告、事業承継支援 099-210-7369

経営相談班 経営改善支援連絡会議の運営、
早期経営支援 099-221-0231

管理部（代表） 099-223-0272

099-223-0318
管理課

（回収部門） 求償権の管理・回収 099-210-7390

管理課
（代位弁済部門） 代位弁済、保険金請求・納付 099-210-7391

総務部（代表） 099-223-0273

099-223-6399

総務課 人事、給与、労務管理、予算・決算、
庶務、研修 099-210-7381

企画情報課
（企画部門）

経営計画策定・評価、広報、統計、
コンプライアンス、個人情報保護 099-210-7387

企画情報課
（電算部門） 電算システム運用・管理 099-223-0654
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鹿児島県鹿児島市加治屋町14-3

［5階］　総務部
［4階］　管理部
［3階］　経営支援部
［2階］　保証部

●市電 .........「高見馬場」電停下車　徒歩2分
●バス..........「加治屋町」バス停下車　徒歩3分

※お車でお越しの際は、1階お客様駐車場をご利用ください。

鹿児島県
信用保証協会

●宮崎太陽銀行 二
官
橋
通
り

中央ビル●石油スタンド●
高見馬場電停

←
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天文館方面→

加治屋町電停
アイムビル
●

鹿児島
中央高校

21
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3

会 長 川 野 　 敏 彦

専務理事 前 田 　 洋 一

常務理事 南 　 　 明 彦

理 事 北 村 　 貴 志
鹿児島県商工労働水産部長

理 事 新小田　洋子
鹿児島市産業局長

理 事 小 正 　 芳 史
鹿児島県中小企業団体中央会会長

理 事 森 　 　 義 久
鹿児島県商工会連合会会長

理 事 岩崎　芳太郎
鹿児島商工会議所会頭

理 事 郡 山 　 明 久
鹿児島銀行取締役頭取

理 事 田 中 　 暁 爾
南日本銀行取締役頭取

理 事 永 倉 　 悦 雄
鹿児島相互信用金庫理事長

理 事 市 川 　 博 海
鹿児島信用金庫理事長

理 事 滿 田 　 　 學
鹿児島興業信用組合理事長

監 事 相 星 明 宏

監 事 永 野 和 行
鹿児島県町村会副会長（肝付町長）

監 事 大 薗 　 　 豊
税理士

部署名 主な業務内容 電話番号 FAX番号
保証部（代表） 099-223-0271

099-222-1093
保証事務課 信用保証申込受付、信用保証書発行 099-210-7365
保証第一課 保証審査 099-210-7362

保証第二課 ①保証審査　②保証審査（創業） ①099-210-7364
②099-210-7367

経営支援部（代表） 099-223-0274

099-210-7397経営支援課 条件変更審査、経営支援・再生支援、
期中管理、事故報告、事業承継支援 099-210-7369

経営相談班 経営改善支援連絡会議の運営、
早期経営支援 099-221-0231

管理部（代表） 099-223-0272

099-223-0318
管理課

（回収部門） 求償権の管理・回収 099-210-7390

管理課
（代位弁済部門） 代位弁済、保険金請求・納付 099-210-7391

総務部（代表） 099-223-0273

099-223-6399

総務課 人事、給与、労務管理、予算・決算、
庶務、研修 099-210-7381

企画情報課
（企画部門）

経営計画策定・評価、広報、統計、
コンプライアンス、個人情報保護 099-210-7387

企画情報課
（電算部門） 電算システム運用・管理 099-223-0654
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公式サイト

このパンフレットは「かごんまの色 
まっぽしトーン」を使用し制作して
います。

鹿児島県信用保証協会は、
「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」・
「鹿児島ユナイテッドFC」を応援しています。

鹿児島県信用保証協会は、
令和6年1月23日付で「鹿児島県SDGs
登録事業者」に登録されました。

鹿児島県SDGs登録事業者
登録証

鹿児島県信用保証協会のあらまし
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